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『
類
雑
集
』
の
出
典

そ
の
（
２
）
―
「
一
角
仙
人
」
説
話
を
手
が
か
り
に
―

近
世
唱
導
文
芸
研
究
会

一
、
は
じ
め
に

近
世
唱
導
文
芸
研
究
会
で
は
、
大
正
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
近
世
の
唱
導
資
料
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
近
年

は
、
大
正
大
学
図
書
館
蔵
『
類
雑
集
』
を
研
究
対
象
と
し
て
、
出
典
研
究
を
進
め
て
い
る
（
注
１
）
。
前
号
の
中
間
報
告

で
は
、
『
類
雑
集
』
巻
八
に
引
用
さ
れ
た
「
術
婆
伽
説
話
」
に
焦
点
を
し
ぼ
り
考
察
を
し
た
。
そ
の
成
果
を
簡
潔
に
述
べ

る
と
、
「
術
婆
伽
説
話
」
関
連
の
先
行
研
究
を
確
認
し
た
上
で
、
同
説
話
の
出
典
で
あ
る
『
大
智
度
論
』
を
は
じ
め
と
す

る
仏
教
の
典
籍
類
や
説
話
類
と
、
『
類
雑
集
』
本
文
の
比
較
検
討
を
行
な
い
、
「
術
婆
伽
説
話
」
が
、
平
安
時
代
か
ら
室

町
時
代
に
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
成
と
展
開
を
見
せ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
中
間
報
告
の
時
点
で
は
ま
と
め
ら
れ

な
か
っ
た
点
は
、
別
稿
に
記
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
（
注
２
）。

い
ま
、
「
術
婆
伽
説
話
」
を
一
言
で
ま
と
め
る
な
ら
、
「
身
分
違
い
の
悲
恋
」
と
言
え
よ
う
。
そ
う
し
た
「
恋
」
の
話

題
を
編
者
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
作
品
の
な
か
で
記
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、
各
作
品
の
編
者
の
視
点
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
る
。
今
回
筆
者
は
、
「
術
婆
伽
説
話
」
を
考
察
す
る
際
に
、
多
く
の
作
品
に
「
一
角
仙
人
」
の
話
が
共
通



— 50 —

- 2 -

し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
事
実
に
着
目
し
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
考
え
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
一
角
仙
人
」
の
先
行
研
究
を
確
認
し
な
が
ら
、
前
号
と
同
様
、
経
典
、
注
釈
書
、
説
話
、
和
歌
、

能
へ
と
お
お
き
な
広
が
り
を
み
せ
る
本
説
話
と
、『
類
雑
集
』
の
「
一
角
仙
人
譚
」
の
本
文
の
比
較
検
討
を
行
な
い
た
い
。

な
お
、
本
稿
は
、
近
世
唱
導
文
芸
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
大
正
大
学
名
誉
教
授
大
場
朗
先
生
、
北
林
茉
莉
代
氏
に
ご
助
言
い

た
だ
き
、
研
究
会
を
代
表
し
て
、
平
間
尚
子
が
執
筆
を
行
な
っ
た
。
論
述
の
都
合
上
、
第
三
章
の
み
小
見
出
し
を
つ
け
た
。

二
、
『
類
雑
集
』
の
一
角
仙
人
譚
と
一
角
仙
人
の
先
行
研
究

は
じ
め
に
、
『
類
雑
集
』
の
概
要
を
説
明
し
た
い
。
版
本
は
二
種
あ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

「
慶
安
四
年
〈
辛
卯
〉

暦
十
月
吉
辰

石
黒
庄
太
夫
板
本
」
、
「
明
暦
三
年
〈
丁
酉
〉
三
月
吉
辰

秋
田
屋
平
左
衛
門
板
行
」
の
刊
記
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
全
十
巻
十
冊
と
総
目
録
一
冊
の
計
十
一
冊
で
、
同
一
の
版
木
を
用
い
て
刷
ら

れ
て
い
る
。
『
類
雑
集
』
の
内
容
と
特
徴
に
つ
い
て
、
牧
野
和
夫
氏
は
、

・
十
巻
を
門
別
に
分
か
ち
、
各
門
、
「
事
」
書
に
て
項
目
を
立
て
、
諸
書
よ
り
引
文
を
以
て
当
て
る
。
即
ち
、

門
別
分
類
し
た
要
文
集
・
要
語
集
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
実
用
書
の
常
と
し
て
、
諸
書
よ
り
の
抜
抄
に
基
づ

く
も
の
で
、
そ
の
引
書
は
、
天
台
三
大
部
と
そ
の
注
釈
書
、
「
法
苑
珠
林
」
等
が
主
体
を
な
し
て
い
る
が
、

外
典
・
俗
書
の
活
用
も
認
め
ら
れ
る
。

・
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
末
期
近
世
初
頭
頃
に
到
る
各
時
代
の
成
立
の
幅
広
い
引
書
（
孫
引
き
等
も
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
に
基
づ
く
輯
成
で
あ
る
。
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・
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
主
に
小
字
双
行
の
割
注
形
式
を
以
て
示
さ
れ
た
「
法
華
題
目
抄
」
「
開
目
抄
」
「
録
外

曾
谷
抄
」
「
知
謗
法
論
」
等
の
名
で
あ
り
、
日
蓮
の
著
作
類
の
引
用
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
先
に
指
摘

し
た
『
類
雑
集
』
の
刊
・
写
本
が
日
蓮
宗
内
を
中
心
に
流
伝
し
て
い
た
と
覚
し
い
事
実
と
符
合
し
て
、
『
類

雑
集
』
刊
行
時
に
日
蓮
宗
関
係
者
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
指
摘
し
て
い
る
（
注
３
）
。

次
に
、
「
一
角
仙
人
」
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
取
り
分
け
注
目
さ

れ
る
の
は
、
前
田
雅
之
氏
の
報
告
で
詳
細
な
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
（
注
４
）
。
い
ま
、
一
覧
に
す
る
と
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
る
。

・
一
角
仙
人
物
語
の
構
造
と
展
開
（
１
）
―
―
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
所
収
話
の
構
造
―
―

・
一
角
仙
人
物
語
の
構
造
と
展
開
（
２
）
―
―
仏
教
所
収
話
群
の
諸
相
と
構
造
―
―

・
一
角
仙
人
物
語
の
構
造
と
展
開
（
３
）
―
―
中
国
世
界
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
―

・
一
角
仙
人
物
語
の
構
造
と
展
開
（
４
）
―
―
日
本
に
お
け
る
受
容
と
表
現
（
一
）
『
今
昔
物
語
集
』
所
収
話
の
世
界
と

言
語
―
―

・
一
角
仙
人
物
語
の
構
造
と
展
開
（
５
）
―
―
日
本
に
お
け
る
受
容
と
表
現
（
二
）
古
代
～
中
世
に
お
け
る
歌
学
書
の
受

容
を
め
ぐ
っ
て
―
―

・
一
角
仙
人
物
語
の
構
造
と
展
開
（
６
）
―
―
日
本
に
お
け
る
受
容
と
表
現
（
三
）
中
世
に
お
け
る
説
話
集
・
仏
書
の
受

容
を
め
ぐ
っ
て
―
―

な
お
本
中
間
報
告
で
は
、
前
田
氏
の
先
行
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
先
学
諸
氏
が
言
及
し
な
か
っ
た
『
類
雑
集
』
を
取

り
上
げ
、
「
一
角
仙
人
話
」
が
ど
の
作
品
の
本
文
や
内
容
に
近
い
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
各
作
品
間
の
影
響
の
有
無
に

つ
い
て
、
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
検
討
作
品
と
し
て
『
類
雑
集
』
『
宝
物
集
』
『
三
国
伝
記
』
『
太
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平
記
』
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
必
要
な
場
合
は
他
の
作
品
も
検
討
の
対
象
と
し
た
い
。
は
じ
め
に
『
類
雑
集
』
巻
八
の
「
一

角
仙
人
」
説
話
の
該
当
箇
所
を
引
用
し
た
い
。
な
お
、『
法
苑
珠
林
』
と
の
異
同
を
下
部
に
示
し
た
。
ま
た
『
大
智
度
論
』

（
『
大
正
蔵
』
巻
二
五
、
一
八
三
ａ

~

ｃ

）
お
よ
び
『
法
苑
珠
林
』
（
『
大
正
蔵
』
巻
五
三
、
八
二
七
ｃ

~

八
二
八
ｂ

15

20

4

)
を
参
照
し
た
。

3
廾
四
一
角
仙
人
事

法
苑
七
十
一
〈
欲
蓋
篇
／
呵
欲
部
〉

引
二

智
度
論
一

云
尓
時
世
尊
為
二

諸
比
丘
一

説
二

本
生
因
縁
一

過

テ

ヲ

ノ

ニ

ノ

去
久
遠
世
時
波
羅
柰
国
山
中
有
二

一
仙
人
一

以
二

仲

ノ

ノ

ニ

ノ

＊

秋
之
月
一

於
二

澡
盤
中
一

小
便
見
二
＊

鹿
□
麀
合
會
一

婬
‐
心

＊

秋
→
○法
春

→
○法
鹿
麀
麀

ノ

ス

即
動
精
流
二

盤
中
一

麀
鹿
飲
レ

之
即
時
有
レ

身
月
滿
生

」

オ

メ

52

レ

子
形
類
如
レ

人
唯
頭
有
二

一
角
一

其
足
似
レ
＊

鹿
々
当
レ

産

＊

鹿
々
→
○法
鹿
鹿

ニ

ノ

ニ

時
至
二

仙
人
庵
辺
一

而
産
＊

見
レ

子
是
人
以
付
二

仙
人
一

而

＊

見
レ

子
是
人
→
○法
是
子
是
人

テ

ヲ

去
仙
人
出
‐
時
見
二

此
鹿
子
一

自
念
二

本
縁
一

知
二

是
＊

巳
兒
一

＊

已
→
○法
己

ノ

カ

也
ト

取
‐
已
養
‐
育
及
二

其
年
大
一

勤
教
学
問
通
二

十
八
種
大

ノ

ノ

経
一

又
学
二

坐
禅
一

行
二

四
無
量
心
一

得
二

五
神
通
一

一
時
上

ニ

ヲ

レ

山
値
二
＊

栗
雨
一

泥
滑
二

其
足
一

不
レ

便
＊

躃
レ

地
破
二

其
軍
持
一

又

＊

栗
雨
→
○法
霖
雨

＊

躃
→
○法
躄

ニ

ニ

ノ

メ

ノ

傷
二

其
足
一

便
‐
大
瞋
‐
恚
以
二

軍
持
一

盛
レ

水
祝
令
レ

不
レ

雨
仙

ヲ

ニ

メ

`
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人
福
徳
竜
鬼
‐
神
皆
為
＊

不
レ

雨
々
レ

々
故
五
穀
五

＊

不
レ

雨
々
レ

々
→
○法
不
雨
不
雨

ニ

＊

菓
尽
皆
不
レ

生
人
民
窮
乏
無
二

復
生
路
一

波
羅
柰
王

＊

菓
→
○法
果

憂
愁
懊
悩
命
二

諸
大
寮
一

集
二

議
雨
事
明
‐
者
議
言
我

」

ウ

ノ

52

得
聞
仙
人
山
中
有
二

一
角
仙
人
一

以
二

足
不
便
一

故
上

ニ

レ

山
＊

躃
レ

地
傷
レ

足
瞋
祝
二

此
雨
一

令
二

十
二
年
不
一
レ

墮
王
思
‐

＊

躃
→
○法
躄

惟
言
若
十
二
年
不
レ

雨
我
国
了
矣

無
二

復
人
民
一

王

メ

ン
ハ

即
開
募
其
有
下

能
令
中

仙
人

失
二

五
通
一

属
レ

我
為
レ

民
上

者

リ

ク

ヲ
メ

当
下

分
二

国
半
一

治
上

是
国
有
二

婬
女
一

名
曰
二

扇
陀
一

端
正
巨

ニ

ノ

テ

ト

富
来
応
二

王
募
一

女
問
二

諸
人
一

此
‐
是
人
非
人
衆
人
言

ノ

ニ

ニ

カ

カ

ノ

是
仙
人
所
生
婬
‐
女
言
若
‐
是
人
者
我
‐
能
壊
レ

之
作
二

ノ

是
語
一

已
即
取
二

金
盤
一

盛
二

好
宝
物
一

語
レ

王
言
我
当
下

騎
二

ノ

ヲ

ヲ

テ

ニ

此
仙
人
項
一

来
上

婬
女
即
時
＊

五
百
乗
車
載
二

五
百
美

＊

五
百
乗
車
→
○法
求
五
百
乗
車

ノ

ニ

ノ

女
一

五
百
鹿
‐
車
載
二
＊

種
々
歓
喜
丸
一

皆
以
二

衆
薬
草
一

和

＊

種
々
→
○法
種
種

ヲ

ニ

レ

之
以
二

彩
‐
画
一

令
レ

似
二

雑
果
一

及
持
二

種
々
大
力
一

美
酒
色

味
如
水
服
樹
皮
衣
行
二

林
樹
間
一

以
象
二

仙
人
一

於
二

仙

ノ

ニ

テ

人
＊

庵
辺
一

作
二

草
庵
一

而
住
一
角
仙
人
＊

遊
‐
行
見
レ

之
諸

＊

庵
→
○法
菴

＊

遊
→
○法
游

ノ

ニ

テ

ヲ

ス

女
皆
出
迎
逆
好
華
妙
香
供
二

養
＊

仙
人
一

々
々
大
‐
喜

＊

仙
人
々
々
→
○法
仙
人
仙
人

ニ

諸
女
以
二

美
言
一

敬
‐
辞
問
二

訊
仙
人
一

将
入
二

房
中
一

坐
二

好

ヲ

テ

ニ

せ
シ
メ
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＊

牀
褥
一

与
二

好
淨
酒
一

以
二

為
淨
水
一

与
二

歓
喜
丸
一

以
為
二

菓

＊

牀
→
○法
床

ヲ

ト

テ

蓏
一

食
飲
飽
‐
已
語
二

諸
女
一

言
我
從
レ

生
已
来
初
未
レ

得
二

ニ

タ

如
レ

此
好
果
好
水
一

諸
女
言
我
一
心
行
レ

善
故
天
与

ハ

ノ

レ

我
願

得
二

此
好
水
好
果
一

仙
人
問
二

諸
女
一

言
汝
以
レ

何

ニ

ク
ハ

ノ

テ

ニ

ノ

故
膚
色
肥
盛
答
言
我
曹
食
二

此
好
果
一

飲
二

此
美
水
一

ノ

ノ

ヲ

故
肥
如
レ

此
女
白
二

仙
人
一

言
汝
‐
何
以
不
下

在
二

此
間
一

住
上

メ

ニ

答
曰
亦
可
レ

住
耳
女
言
可
二

共
澡
洗
一

即
亦
可
レ

之
女

ニ

手
柔
軟
触
レ

之
心
動
便
与
二

諸
‐
女
一

更
互
相
‐
洗

欲
心

ニ

フ
ニ

転
‐
生
遂
成
二

婬
事
一

即
失
二

神
通
一

天
為
大
‐
雨

七
日
七

ニ

ヲ

ヲ

ニ

ル
ヿ

夜
令
レ

得
二
＊

歓
喜
一

飲
食
七
日
以
‐
後
酒
食
皆
‐
尽
継

以
二

＊

歓
喜
→
○法
歡
樂

ク
ニ

ス
ル
ニ

山
水
木
果
一

其
味
不
レ

美
更
索
二

前
者
一

答
‐
言
已
尽
今

ノ

ヲ

ニ

ヌ

当
二

共
行
一

去
レ

此
不
レ

遠
有
二

可
レ

得
処
‐
仙
人
言
隨
レ

意
即
‐

ニ

メ

ノ

ニ

便
共
出
去
レ

城
不
レ

遠
女
便
在
二

道
中
一

臥
言
我
極
不

メ

テ

レ

能
二

復
行
一

仙
人
言
汝
不
レ

能
レ

行
者
騎
二

我
項
上
一

当
二

擔

ヿ

ノ

ニ

ニ

テ

レ

汝
去
一

女
先
遣
レ

信
白
レ
＊

王
々
可
レ

観
二

我
智
能
一

王
勅
厳
‐

＊

王
々
→
○法
王
王

ヲ

駕
出

而
観
レ

之
問
言
何
由
得
レ

尓
女
白
レ

王
言
我

テ
ヽ

テ

メ

ニ

以
二

方
便
力
一

故
今
‐
已
如
レ

此
仙
人
無
レ

所
二

復
能
一

令
レ

住
二

メ

ヲ

ニ

ノ

城
中
一

好
供
二

養
恭
三

敬
之
一

足
二

吾
所
欲
一

拝
為
二

大
臣
一

住

ヲ

メ

レ

城
少
日
身
‐
転
羸
‐
痩
念
二

禅
定
心
一

楽
厭
二

世
欲
一

王
問
二

ニ
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仙
人
一

汝
何
不
レ

楽
身
転

羸
痩

仙
人
答
レ

王
我
雖
レ

得
二

タ
ヽ

ス
ル

ニ

ト

五
欲
一

常
自
憶
二

念
林
間
閑
静
諸
仙
游
処
一

不
レ

能
レ

得

ヲ

ニ

レ

去
王
自
思
‐
惟
若
能
強
違
二

其
志
一

為
レ

苦
々
極
則
死

テ

テ

ン

本
以
レ

求
レ

除
二

旱
患
一

今
‐
已
得
レ

之
当
シ
三

復
何
縁
強
奪
二

其

ハ

ニ

ニ

ニ

テ

テ

ノ

志
一

即
発
二

遣
之
一

既
還
二

山
中
一

精
進
不
レ

久
還
得
二

五
通
一

ヲ

ヲ

ニ

ニ

テ

ヲ

佛
告
二

諸
比
丘
一

其
一
角
仙
人
者
即
我
‐
身
是
也
其

ノ

ト

カ

ノ

婬
女
者
今
耶
輸
陀
羅
是

尓
時
以
二

歓
喜
丸
一

惑
レ

我

ト

ノ

ナ
リ

我
未
断
レ

結
為
レ

之
所
レ

惑
今
‐
復
欲
下

以
二
＊

歓
喜
丸
一

惑
上

我

＊

歓
喜
丸
→
○法
薬
歓
喜
丸

タ

不
レ

可
レ

得
也
以
二

是
事
一

故
知
細
‐
軟
触
‐
法
能
動
二

仙
人
一

ノ

ヲ

ヲ

何
況

愚
夫

ニ

ン
ヤ

ヲ
ヤ

以
上
が
、
『
類
雑
集
』
所
載
の
一
角
仙
人
譚
で
あ
る
。
い
ま
試
み
に
『
類
雑
集
』
の
本
説
話
の
書
き
下
し
を
掲
載
し
、

他
の
一
角
仙
人
説
話
と
の
比
較
検
討
の
参
考
に
し
た
い
。
な
お
、
書
き
下
し
に
あ
た
り
、
意
味
不
通
と
な
る
箇
所
は
、『
国

訳
一
切
経

大
智
度
論
』
で
補
い
、
丸
カ
ッ
コ
（

）
に
そ
の
異
同
を
示
し
た
。
ま
た
、
補
う
文
字
は
亀
甲
括
弧

〔

〕
に
入
れ
て
区
別
し
た
。

廾
四
一
角
仙
人
事

法
苑
珠
林
七
十
一

智
度
論
を
引
〔
き
〕
て
云
〔
わ
く
〕、
爾
の
時
に
、
世
尊
、
諸
の
比
丘
の
為
に
、
本
生
の
因
縁
を
説
き
〔
た
ま
ふ
〕、
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過
去
久
遠
世
の
時
、
波
羅
奈
国
の
山
の
中
に
一
〔
人
〕
の
仙
人
有
り
。

仲
秋
の
月
を
以
て
、
澡
盤
の
中
に
於
い
て
小
便
す
る
に
、
鹿
の
□
麀
の
合
会
す
る
を
見
て
、
淫
心
即
ち
動
き
、
精
を
盤

中
に
流
す
。
麀
鹿
之
を
飲
ん
で
、
即
時
に
身
む
（
国
訳
：
娠
む
）
有
り
。
月
満
ち
て
、
子
を
生
む
に
、
形
類
人
の
ご
と
く
、

唯
、
頭
に
一
角
有
り
、
そ
の
足
は
鹿
に
似
た
り
。
鹿
は
、
当
に
産
ま
ん
と
す
る
時
、
仙
人
の
庵
の
辺
り
に
至
り
て
産
め
り
。

子
〔
を
〕
見
〔
る
に
〕
、
こ
れ
人
〔
な
り
〕
、
以
て
仙
人
を
付
し
て
去
る
。
仙
人
〔
は
〕
出
づ
る
時
、
こ
の
鹿
の
子
を
見

る
よ
り
、
本
縁
を
念
じ
、
こ
れ
已
が
兒
な
る
と
知
り
て
か
、
取
っ
て
已
に
養
育
す
。
そ
の
年
、
大
な
る
に
及
ん
で
、
学
問

を
勤
教
し
、
十
八
種
の
大
経
に
通
じ
〔
る
〕。

又
、
坐
禅
を
学
び
、
四
無
量
心
を
行
じ
て
、
五
神
通
を
得
る
。
一
時
、
山
に
上
つ
て
、
栗
雨
（
国
訳
：
大
雨
）
に
値
ふ
。

あ
る
と
き

泥
滑
ら
か
に
し
て
、
そ
の
足
、
便
な
ら
ず
し
て
、
地
〔
面
〕
に
躃
き
て
そ
の
軍
持
（
国
訳
：
鍕
持
）
を
破
り
、
又
、
そ

の
足
を
傷
け
、
便
ち
大
い
に
、
瞋
恚
し
、
軍
持
（
国
訳
：
鍕
持
）
を
以
て
水
を
盛
り
、
祝
い
て
（
国
訳
：
呪
し
て
）
、
雨

ふ
ら
ざ
ら
し
む
。
仙
人
の
福
徳
も
て
、
諸
竜
鬼
神
も
、
皆
為
に
雨
ふ
ら
さ
ず
、
雨
ふ
ら
さ
ざ
る
が
故
に
、
五
穀
五
菓
尽
く
、

皆
生
き
ず
。
人
民
は
窮
乏
し
て
復
た
生
路
な
し
。
波
羅
柰
〔
国
〕
王
は
、
憂
愁
懊
悩
し
、
諸
の
大
寮
（
国
訳
：
大
臣
）
に

命
じ
集
つ
て
雨
の
事
を
議
せ
し
む
。
明
者
議
し
て
言
く
、
「
我
得
る
（
国
訳
：
伝
え
）
聞
く
、
仙
人
山
中
に
一
角
仙
人
あ

り
、
足
便
な
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
山
に
上
っ
て
地
に
躃
き
足
を
傷
め
、
瞋
つ
て
此
雨
を
祝
い
て
（
国
訳
：
呪
し
）
、
十

二
年
堕
ち
ざ
ら
し
む
」
と
。
王
、
思
惟
し
て
言
く
、
「
若
し
十
二
年
雨
ふ
ら
ず
ん
ば
、
我
が
国
は
了
か
、
復
た
人
民
な
け

ん
」
と
。
王
即
ち
募
（
国
訳
：
慕
）
を
開
き
「
其
の
能
く
仙
人
を
し
て
五
通
を
失
は
し
む
る
あ
り
て
、
我
に
属
し
て
民
の

為
〔
に
す
る
〕
者
に
は
、
当
に
国
の
半
を
分
ち
（
国
訳
：
興
へ
て
）
治
せ
し
む
べ
し
」
と
。
是
の
（
国
訳
：
波
羅
奈
）
国

に
婬
女
あ
り
。
名
け
て
扇
陀
と
曰
ふ
。
端
正
巨
富
（
国
訳
：
無
雙
）〔
な
り
〕。
来
つ
て
王
の
募
（
国
訳
：
慕
）
に
応
ず
。
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女
、
諸
人
に
問
う
て
（
国
訳
：
言
く
）
「
此
は
是
れ
人
か
、
非
人
か
」
と
。
衆
人
の
言
く
、
「
是
は
（
国
訳
：
人
の
み
）
、

仙
人
の
生
ず
る
所
な
り
」
と
。
婬
女
の
言
く
、
「
若
し
是
れ
人
な
ら
ば
、
我
能
く
之
を
壊
せ
ん
」
と
。
是
の
語
を
作
し
已

つ
て
、
即
ち
金
盤
（
国
訳
：
槃
）
を
取
り
、
好
き
な
宝
物
を
盛
つ
て
王
に
語
つ
て
言
く
、
「
我
当
に
此
の
仙
人
の
項
に
騎

つ
て
来
る
べ
し
」
と
。

婬
女
は
即
時
に
五
百
乗
の
車
に
（
国
訳
：
を
求
め
）
、
五
百
の
美
女
を
載
せ
、
五
百
の
鹿
車
に
種
種
の
歓
喜
丸
を
載
せ
、

皆
衆
の
薬
草
を
以
て
之
に
和
し
、
彩
画
（
国
訳
：
衆
彩
）
を
以
て
（
国
訳
：
之
に
書
き
て
）
雑
果
に
似
せ
し
め
、
及
び
種

種
の
大
力
の
美
酒
を
持
し
て
、
色
味
を
水
の
如
く
し
、
樹
皮
衣
（
国
訳
：
草
衣
）
を
服
て
林
樹
の
間
を
行
き
て
、
以
て
仙

人
に
象
り
、
仙
人
の
菴
の
辺
に
〔
於
て
〕
草
庵
を
作
っ
て
而
し
て
住
す
。
一
角
仙
人
、
游
（
国
訳
：
遊
）
行
し
て
之
を
見

る
に
、
諸
女
皆
出
で
ゝ
迎
逆
し
、
好
華
、
妙
香
（
国
訳
：
好
香
）
を
（
国
訳
：
以
て
）
仙
人
に
供
養
す
る
に
仙
人
は
大
に

喜
ぶ
。
諸
女
は
美
言
敬
辞
を
以
て
仙
人
を
問
訊
し
、
将
て
房
中
に
入
れ
、
好
床
の
褥
（
国
訳
：
蓐
）
を
坐
せ
し
め
、
好
き

ゐ

な
浄
酒
を
与
（
国
訳
：
興
）
へ
て
以
て
浄
水
と
為
し
、
歓
喜
丸
を
与
（
国
訳
：
興
）
へ
て
以
て
菓
（
国
訳
：
果
）
蓏
と
為

す
。
食
ひ
飲
み
飽
き
已
つ
て
諸
女
に
語
つ
て
言
く
、
「
我
は
生
ま
れ
て
よ
り
已
来
、
初
よ
り
未
だ
此
の
如
き
の
好
果
好
水

を
得
ず
」
と
。
諸
女
言
く
、
我
は
一
心
に
善
を
行
ず
る
が
故
に
、
天
我
に
（
国
訳
：
が
）
願
く
は
（
国
訳
：
に
）
与
へ
て
、

此
の
好
水
好
果
を
得
た
り
」
と
。

仙
人
、
諸
女
に
問
ひ
て
（
国
訳
：
言
ふ
）
、「
汝
は
何
を
以
て
の
故
に
、
膚
色
肥
盛
な
る
や
」
と
。
答
へ
て
言
く
、

「
我
曹
は
、
此
の
好
果
を
食
し
、
此
の
美
水
を
飲
む
が
故
に
、
肥
（
国
訳
：
盛
な
る
こ
と
）
此
の
如
し
」
と
。
女
、
仙
人

に
白
し
て
言
く
、
汝
は
何
を
以
て
か
此
の
間
に
在
つ
て
住
せ
ざ
る
や
」
と
。
答
へ
て
曰
く
、「
亦
た
住
す
可
き
の
み
」
と
。

女
言
く
「
共
に
澡
洗
す
可
し
」
と
。
即
ち
亦
た
之
を
可
と
す
。
女
は
手
を
柔
軟
に
し
て
之
に
触
れ
て
心
動
す
。
便
ち
（
復

た
）
諸
（
国
訳
：
美
）
女
と
更
互
に
相
洗
ふ
に
（
国
訳
：
ひ
）
、
欲
心
転
た
生
じ
、
遂
に
婬
事
を
成
す
。
即
ち
神
通
を
失
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ひ
て
、
天
為
に
大
雨
を
ふ
ら
す
こ
と
七
日
七
夜
、
歓
喜
（
国
訳
：
歓
楽
）
し
て
飲
食
を
得
せ
し
め
し
に
、
七
日
以
て
（
国

訳
：
已
り
て
）
後
、
酒
食
皆
尽
き
た
り
。
継
ぐ
に
山
水
木
果
を
以
て
す
る
に
、
そ
の
味
美
な
ら
ず
、
更
に
前
の
者
を
索
む
。

答
へ
て
言
く
、
「
已
に
尽
き
ぬ
（
国
訳
：
た
り
）
、
今
当
に
共
に
行
く
べ
し
。
此
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
し
て
得
べ
き
処

あ
り
」
と
。
仙
人
言
く
、
「
意
に
隨
は
ん
」
と
。
即
便
ち
（
国
訳
：
便
ち
）
共
に
出
づ
。
（
国
訳
：
婬
女
）
城
を
去
る
こ

と
遠
か
ら
ざ
る
を
（
国
訳
：
知
り
）
、
女
は
便
ち
道
中
に
在
つ
て
、
臥
し
て
言
く
、
「
我
極
め
て
（
国
訳
：
り
）
、
復
た
行

く
こ
と
能
は
ず
」
と
。

仙
人
言
く
、
「
汝
行
く
こ
と
を
能
は
ず
ん
ば
、
我
が
項
の
上
（
国
訳
：
頂
上
）
に
騎
れ
、
当
に
汝
を
擔
て
（
国
訳
：
項

に
し
て
）
去
る
べ
し
」
と
。

女
は
先
に
信
を
遣
は
し
て
王
に
白
さ
く
、
「
王
〔
よ
〕
、
我
が
智
能
を
観
る
べ
し
」
と
。
王
は
勅
し
て
駕
を
厳
り
、
出

で
て
之
を
観
、
問
い
て
言
く
、
「
何
に
由
つ
て
か
爾
る
〔
こ
と
〕
を
得
た
る
や
」
と
。
女
は
王
に
白
し
て
言
さ
く
、
「
我

は
方
便
力
を
以
て
（
国
訳
：
の
）
故
に
、
今
已
に
此
（
国
訳
：
是
）
の
如
し
。
仙
人
復
た
能
す
る
所
な
し
」
と
。
城
中
に

住
せ
し
め
て
、
好
く
之
を
供
養
し
恭
敬
し
、
吾
所
欲
（
国
訳
：
五
欲
）
を
足
ら
し
め
、
拝
し
て
大
臣
と
為
す
。
城
に
住
す

る
こ
と
少
日
に
し
て
、
身
転
た
羸
痩
し
、
禅
定
の
心
楽
を
念
ひ
て
、（
国
訳
：
此
）
世
の
欲
を
厭
ふ
。
王
、
仙
人
に
問
ふ
、

「
汝
何
ん
ぞ
楽
ま
ず
し
て
、
身
は
転
た
羸
痩
す
る
や
」
と
。

仙
人
、
王
に
答
ふ
。
「
我
は
、
五
欲
を
得
と
雖
も
、
常
に
自
ら
林
間
の
閑
静
な
る
諸
仙
の
游
処
（
国
訳
：
遊
処
）
を
憶

念
し
（
国
訳
：
念
じ
て
心
を
）
去
る
を
得
る
こ
と
能
は
ず
」
と
。
王
自
ら
思
惟
す
ら
く
「
若
し
（
国
訳
：
我
）
能
く
強
い

て
そ
の
志
に
違
は
ば
、
（
国
訳
：
志
に
違
ふ
を
）
苦
と
な
し
苦
極
て
則
ち
死
せ
ん
。
本
よ
り
旱
患
を
除
か
ん
こ
と
を
求
む

を
以
て
、
今
は
已
に
之
を
得
た
り
、
当
に
復
た
び
何
に
縁
つ
て
か
強
い
て
そ
の
志
を
奪
ふ
べ
し
」
と
。
即
ち
之
を
発
遣
す
。

既
に
山
中
に
還
り
て
、
精
進
す
る
こ
と
久
し
か
ら
ず
、
還
て
（
国
訳
：
た
び
て
）
五
通
を
得
た
り
。
仏
、
諸
の
比
丘
に
告
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げ
た
ま
は
く
、
「
そ
の
一
角
仙
人
と
は
即
ち
我
が
身
是
な
り
。
そ
の
婬
女
と
は
今
の
耶
輸
陀
羅
是
な
り
。
爾
の
時
に
歓
喜

丸
を
以
て
我
を
惑
わ
せ
る
に
、
我
は
未
だ
結
を
断
ぜ
ず
、
之
が
為
に
惑
は
さ
る
所
、
今
復
た
歓
喜
丸
を
以
て
我
を
惑
は
さ

ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
得
べ
か
ざ
る
な
り
」
と
。
是
の
事
を
以
て
の
故
に
、
細
軟
の
触
法
は
能
く
仙
人
を
（
国
訳
：
も
）
動

か
す
を
知
る
。
何
に
況
ん
や
、
愚
夫
を
や
。

以
上
が
、
『
類
雑
集
』
一
角
仙
人
説
話
の
書
き
下
し
で
あ
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
本
話
は
、
仏
典
類
で
は
『
大
智
度

論
』『
法
苑
珠
林
』
な
ど
に
も
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
、『
類
雑
集
』
と
『
大
智
度
論
』
の
本
文
を
比
較
検
討
す
る
と
、『
類

雑
集
』
で
は
本
文
の
意
味
が
通
ら
な
い
箇
所
も
、『
大
智
度
論
』
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、

『
類
雑
集
』
が
、
版
本
に
す
る
際
に
酷
似
し
た
文
字
を
誤
読
ま
た
は
誤
植
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
、
『
類
雑
集
』
本
話
の
く
だ
り
を
簡
略
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

仲
秋
の
月
の
時
、
澡
盤
の
中
に
用
を
足
し
た
仙
人
が
、
鹿
の
牝
牡
が
合
会
す
る
の
を
み
て
婬
心
を
お
こ
し
た
。
あ
る
時
、

頭
に
一
つ
の
角
が
生
え
、
足
は
鹿
に
よ
く
似
た
子
ど
も
を
、
仙
人
が
育
て
た
。
仙
人
は
、
鹿
の
子
に
学
問
を
さ
せ
、
子
は

四
無
量
心
を
行
じ
て
五
神
通
を
得
た
が
、
あ
る
時
、
山
中
で
大
雨
に
あ
っ
て
つ
ま
づ
き
、
手
に
持
っ
て
い
た
器
を
落
と
し

て
割
っ
て
し
ま
い
、
足
に
け
が
を
負
っ
た
。
そ
の
際
に
、
雨
を
ふ
ら
さ
な
い
よ
う
に
祈
っ
た
。
も
し
十
二
年
も
雨
が
降
ら

な
い
時
は
国
が
滅
び
、
人
々
が
貧
窮
し
て
し
ま
う
と
、
波
羅
柰
国
王
は
懊
悩
し
た
。
そ
し
て
、
国
の
諸
大
臣
に
相
談
す
る

と
、
雨
が
降
ら
な
い
理
由
に
、
山
に
い
る
一
角
仙
人
の
名
前
が
あ
が
っ
た
。
そ
こ
で
国
王
は
、
扇
陀
と
い
う
美
女
に
一
角

仙
人
を
誘
惑
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
扇
陀
は
、
五
百
人
の
美
女
を
つ
れ
て
、
行
列
を
と
と
の
え
て
仙
人
の
庵
に
向
か
っ
た
。

そ
し
て
、
美
酒
・
肴
・
果
物
・
歓
喜
丸
を
飲
食
さ
せ
て
歓
待
し
た
。
仙
人
は
誘
惑
さ
れ
、
美
女
と
婬
事
を
な
し
た
た
め
に

神
通
力
を
失
い
、
天
は
（
七
日
七
夜
）
大
雨
を
ふ
ら
せ
た
。
そ
の
間
、
飲
食
や
飲
酒
を
し
、
歓
楽
に
ふ
け
っ
た
仙
人
で
あ
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る
が
、
食
料
が
尽
き
た
の
で
、
山
の
中
に
あ
る
果
実
を
食
べ
る
と
味
が
う
ま
く
な
い
。
仙
人
は
、
女
に
食
料
を
も
と
め
る

と
、
女
は
、
「
こ
こ
か
ら
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
、
仙
人
を
山
中
か
ら
（
波
羅
柰
国
の
城
へ
）
連
れ
出
し
た
。
仙

人
は
女
と
と
も
に
王
城
に
住
み
、
五
欲
を
も
っ
て
大
臣
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
し
て
、
仙
人
は
国
王
に
「
常
に

自
ら
林
間
の
閑
静
な
る
諸
仙
の
遊
処
を
憶
い
そ
の
心
を
消
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
、
か
つ
て
修
行
し
て
い
た
林
間

の
閑
静
な
山
に
戻
る
こ
と
を
願
い
出
る
。
そ
し
て
、
再
び
精
進
し
た
仙
人
は
、
再
び
五
神
通
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

仏
は
、
諸
々
の
比
丘
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
「
そ
の
一
角
仙
人
と
は
、
私
の
こ
と
で
あ
る
。
婬
女
と
は
、
今
の
耶
輸

陀
羅
で
あ
る
」
。
そ
の
時
に
、
歓
喜
丸
を
も
ち
い
て
私
を
惑
わ
せ
た
が
、
私
は
い
ま
だ
に
煩
悩
を
断
つ
こ
と
が
で
き
ず
、

こ
れ
に
惑
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
い
ま
再
び
薬
の
歓
喜
丸
を
も
っ
て
私
を
惑
わ
そ
う
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

心
う
ご
く
こ
と
は
な
い
」
と
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
細
軟
の
触
法
（
美
女
に
よ
る
誘
惑
）
を
用
い
れ
ば
、
仙
人
さ
え
も
動
か

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
る
。
ど
う
し
て
、
愚
夫
の
心
が
動
か
な
い
だ
ろ
う
か
、
い
や
動
い
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

以
上
が
、
『
類
雑
集
』
の
一
角
仙
人
話
の
簡
略
な
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。

さ
て
、
先
述
し
た
前
田
氏
の
論
考
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
説
話
集
・
仏
書
に
お
け
る
受
容
と
表
現
は
、
本
報
告
に
お

い
て
密
接
に
関
わ
る
重
要
な
御
指
摘
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
氏
の
見
解
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

前
田
氏
は
、
先
掲
の
論
考
「
一
角
仙
人
の
構
造
と
展
開
（
６
）
」
で
「
説
話
集
・
仏
書
は
一
括
し
て
扱
い
、
ジ
ャ
ン
ル

の
差
異
に
よ
ら
ず
、
所
収
の
一
角
仙
人
物
語
の
形
態
の
差
異
に
よ
っ
て
分
析
し
て
い
く
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、
ひ
と
つ

の
完
結
し
た
物
語
形
態
を
も
っ
て
い
る
所
伝
（
完
形
型
）
と
物
語
の
一
部
が
断
片
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
（
断
片

型
）
の
二
種
類
に
分
け
て
い
る
。
ま
ず
、
完
形
型
と
は
、
『
三
国
伝
記
』
『
榻
鴫
暁
筆
』
『
法
華
経
直
談
抄
』
『
梵
網
経
古

迹
聴
書
』
所
収
話
と
し
、
そ
の
内
、
『
榻
鴫
暁
筆
』
は
『
三
国
伝
記
』
を
忠
実
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
事
実
上
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は
三
つ
の
所
伝
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
５
）。

つ
ぎ
に
、
断
片
型
は
、
多
様
な
異
本
群
を
も
つ
『
宝
物
集
』
、
僧
伝
『
元
亨
釈
書
』
『
八
幡
愚
童
訓
（
甲
本
）
』
と
し
て

い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
完
形
型
と
断
片
型
の
各
作
品
の
考
察
を
行
な
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
は
、『
類
雑
集
』

と
関
係
が
認
め
ら
れ
る
『
宝
物
集
』
や
『
三
国
伝
記
』
と
、『
太
平
記
』
に
絞
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
、
『
宝
物
集
』
に
お
け
る
一
角
仙
人
話

は
じ
め
に
、
『
宝
物
集
』
諸
本
の
一
角
仙
人
説
話
に
つ
い
て
、
一
巻
本
か
ら
順
に
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
ま

と
め
て
み
た
い
。

〇
一
巻
本
『
宝
物
集
』（
注
６
）
な
お
、
読
解
の
便
を
は
か
る
た
め
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

ナ
ヲ
シ
一
粒
之
舎
利
ハ
ト
リ
タ
リ
。
東
方
朔
ト
申
仙
人
ソ
ラ
。
西
王
母
之
桃
ヲ
ハ
盗
メ
ル
事
三
度
ナ
リ
。
申
サ
ム
ヤ
タ
ヽ

ウ
チ
ア
ル
ヒ
ト
ハ
。
多
コ
ノ
事
ヲ
オ
カ
セ
ル
ナ
リ
。
白
波
緑
林
之
類
ハ
五
十
人
ヲ
カ
タ
ラ
ヒ
梁
上
公
ノ
ヤ
カ
ラ
ハ
百
人
ヲ

友
ト
ス
。
仏
在
世
ニ
モ
。
手
足
キ
□
□
眼
ヲ
□
□
レ
シ
盗
人
モ
。
五
百
人
コ
ソ
ハ
同
シ
テ
侍
ケ
レ
。
後
生
マ
テ
ハ
申
シ
。

現
世
ニ
テ
モ
ミ
ナ
ヨ
キ
コ
ト
ハ
侍
ラ
ス
。
コ
ノ
世
ニ
モ
。
ナ
ラ
サ
カ
ノ
カ
ナ
ツ
フ
テ
。
ス
ヽ
カ
山
ノ
タ
チ
エ
ホ
ウ
シ
ナ
ト

申
物
侍
ケ
リ
。
ヒ
タ
カ
ノ
禅
師
海
之
羊
ミ
ナ
ト
申
ケ
ル
ヌ
ス
ヒ
ト
ヽ
モ
イ
ツ
レ
カ
ツ
ヒ
ニ
ヨ
ク
テ
侍
ル
。
手
キ
ラ
レ
。
ク

ヒ
キ
ラ
レ
。
ヒ
ト
ヤ
ニ
ヰ
テ
カ
ナ
シ
キ
メ
ヲ
ノ
ミ
コ
ソ
ハ
ミ
ナ
ミ
ル
事
ニ
テ
侍
メ
レ
。
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鐵
ハ
針
ニ
テ
、
ハ
テ
。
ヒ
ト
ハ
盗
ヲ
モ
テ
、
ヲ
ヘ
侍
ナ
リ
。
後
生
ノ
セ
メ
ヲ
ハ
、
コ
レ
ヲ
モ
テ
思
ヤ
リ
給
ヘ
キ
ナ
リ
。

邪
婬
ト
申
ハ
女
之
方
ヘ
、
メ
ヲ
タ
ニ
モ
ミ
ヤ
ラ
ス
ト
ソ
申
メ
ル
。
法
花
経
之
安
楽
行
品
ニ
、
チ
カ
ツ
ク
マ
シ
キ
相
ヲ
オ
シ

ヘ
給
ヘ
ル
ニ
モ
、
諸
ノ
婬
女
ニ
チ
カ
ツ
ク
ヘ
カ
ラ
ス
ト
侍
メ
ル
。
一
見
於
女
人
。
永
結
三
途
業
。
何
況
□
□
□
□
堕
无
間

業
ト
申
□
モ
侍
メ
レ
ハ
、
マ
シ
テ
着
ヲ
ナ
サ
ム
罪
、
イ
カ
ハ
カ
リ
侍
ラ
ム
。
雖
然
一

ト
コ
ノ
道
ハ
チ
カ
ラ
モ
ヲ
ヨ
ハ
ヌ
事

ニ
テ
侍
事
ナ
リ
。
無
始
生
死
ヨ
リ
。
三
界
ニ

流
転
ス
ル
事
ハ
此
邪
婬
戒
ヲ
、
タ
モ
タ
サ
リ
シ
カ
ユ
ヘ
ナ
リ
。
春
駒
ノ
身
ヲ

ソ
コ
ナ
ヒ
秋
之
鹿
之
命
ヲ
失
フ
。
婬
欲
ニ
タ
ム
ラ
カ
サ
ル
ヽ
カ
ユ
ヘ
ナ
リ
。
銅
ヲ
ノ
ム
象
、
鐵
ヲ
ク
ラ
ウ
犬
、
ナ
ヲ
シ
コ

ノ
道
ニ
タ
ウ
ル
事
ナ
シ
。
何
況
ヒ
ト
ヽ
申
ハ
カ
リ
ノ
モ
ノ
ハ
、
シ
ノ
ヒ
カ
タ
ク
タ
ヘ
カ
タ
キ
事
ニ
テ
侍
ト
ソ
承
侍
。
一
角

仙
人
ハ
、
玉
女
□
チ
カ
ツ
キ
テ
験
ヲ
ウ
シ
ナ
ヒ
。
四
目
之
居
士
ハ
、
臣
子
之
命
ニ
シ
タ
カ
□
□
□
□
□
タ
リ
。
鳩
摩
羅
什

ハ
龜
玆
國
□
玉
女
ニ
〔
以
下
滅
失
〕

〇
身
延
文
庫
蔵
『
宝
物
集
』
中
巻
（
注
７
）

第
三
ニ
、
不
邪
婬
ト
申
ハ
、
妻
ア
ル
者
ヲ
夫
ニ
セ
ス
、
夫
ア
ル
者
ヲ
妻
ニ
セ
ス
ト
誡
タ
ル
也
。
サ
レ
ト
モ
、
是
ハ
一
人

ヲ
ハ
ユ
ル
サ
レ
テ
侍
メ
レ
ハ
、
事
モ
踈
ニ
テ
侍
メ
ル
。
不
婬
ト
ハ
、
ヒ
ト
シ
キ
女
ノ
方
ヘ
目
ヲ
モ
見
遣
ヘ
カ
ラ
ス
ト
、
ア

マ
タ
ノ
経
ノ
中
ニ
、
制
シ
テ
侍
メ
リ
。
女
人
ハ
煩
悩
ノ
源
也
。
一
度
モ
犯
ツ
レ
ハ
、
五
百
生
ノ
間
、
彼
ニ
随
テ
六
趣
ニ
輪

廻
ス
。
毒
蛇
ヲ
ハ
見
ト
モ
、
女
人
ヲ
ハ
見
ヘ
カ
ラ
ス
。

一
見
於
女
人

永
結
三
途
業

何
況
於
一
犯

定
堕
無
間
獄

誠
ニ
大
聖
ノ
給
ヘ
ル
事
、
疑
ヲ
成
ヘ
カ
ラ
ス
。
昔
、
一
人
ノ
羅
漢
、
道
ヲ
行
ニ
、
木
ノ
枝
ニ
鳥
ノ
居
ケ
ル
ヲ
見
テ
、

ウ
チ
笑
テ
通
リ
ケ
レ
ハ
、
弟
子
、
怪
ク
思
テ
通
ケ
リ
。
羅
漢
、
弟
子
ニ
語
テ
云
、
我
五
百
世
ノ
間
、
優
婆
塞
ト
有
シ
時
、

婬
ヲ
行
ス
。
自
一
人
ノ
子
ヲ
マ
ウ
ケ
タ
リ
キ
。
雖
然
、
世
間
ノ
無
常
ヲ
厭
テ
、
仏
道
修
行
ノ
為
ニ
、
家
ヲ
出
シ
時
、
此
ノ
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子
、
六
歳
ニ
成
シ
カ
、
我
ハ
イ
カ
ニ
シ
テ
ア
レ
ト
テ
、
捨
テ
ハ
行
ト
テ
、
足
ニ
取
付
テ
ヲ
メ
キ
シ
ニ
、
見
捨
カ
タ
ク
テ
、

其
ノ
度
ノ
出
家
ハ
ト
ヽ
マ
リ
ニ
キ
。
故
ニ
、
出
離
方
便
ナ
ク
シ
テ
、
五
百
生
ノ
間
、
六
趣
ニ
輪
廻
シ
テ
、
此
度
コ
ソ
、
カ

ク
シ
テ
果
ヲ
得
タ
レ
。
彼
六
歳
ノ
子
ト
云
ハ
、
此
鳥
也
ト
ソ
ノ
給
ケ
レ
。
サ
レ
ハ
、
婬
ハ
種
ノ
如
シ
ト
ソ
申
メ
レ
。
物
ノ

種
コ
ソ
、
自
大
地
ニ
落
レ
ハ
、
ム
ラ
カ
リ
茂
レ
ル
草
木
ト
ハ
ナ
レ
。
婬
モ
又
、
如
是
。
犯
ツ
レ
ハ
、
五
百
世
ノ
間
ノ
仏
道

ヲ
妨
ク
。
著
ヲ
成
ラ
ン
罪
、
思
遣
テ
シ
リ
給
ヘ
シ
。
流
伝
生
死
、
タ
ヽ
婬
欲
ニ
ヨ
ル
也
。
春
ノ
駒
ノ
身
ヲ
壊
ナ
ヒ
、
秋
ノ

鹿
ノ
命
ヲ
失
、
婬
欲
ノ
タ
フ
ラ
カ
ス
故
也
。
銅
ヲ
〔
飲
ム
〕
象
、
鉄
ヲ
食
犬
、
猶
此
道
ニ
タ
エ
ス
。
況
ヤ
、
人
ニ
ヲ
イ
テ

ヲ
ヤ
。
一
角
仙
人
ハ
、
玉
女
ノ
形
ニ
近
付
テ
、
シ
ル
シ
ヲ
ウ
シ
ナ
ヒ
、
四
目
居
士
ハ
、
臣
子
ノ
命
ニ
随
テ
、
行
ヲ
怠
。
鳩

摩
羅
衍
ハ
、
亀
茲
国
ノ
王
女
ニ
縁
ヲ
結
ヒ
、
羅
什
三
蔵
ハ
四
人
ノ
君
ヲ
儲
キ
。
大
樹
仙
人
ハ
、
女
ヲ
見
テ
、
定
ヲ
出
、
カ

サ
ン
比
丘
ハ
優
婆
堀
多
ニ
ハ
カ
ラ
レ
、
橋
尸
迦
梵
ハ
、
普
賢
果
ヲ
証
セ
シ
、
女
人
ヲ
捨
ル
事
ナ
ク
、
初
果
ノ
聖
者
ノ
法
ヲ

信
セ
シ
、
夜
昼
八
十
度
、
婬
ヲ
行
セ
リ
。

一
角
仙
人
ハ
、
雨
降
テ
道
ノ
悪
カ
リ
ケ
ル
ニ
腹
ヲ
立
テ
、
諸
ノ
竜
王
ヲ
水
瓶
ニ
狩
籠
テ
置
ク
程
ニ
、
験
ヲ
得
タ
リ
シ
カ
、

玉
女
ノ
遊
ヲ
見
テ
心
移
リ
、
験
ヲ
失
フ
ナ
リ
。

〇
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
『
宝
物
集
』
（
注
８
）

三
、
不
邪
婬
ト
申
ハ
、
男
ノ
持
タ
ル
女
ノ
方
ヘ
目
ヲ
ダ
ニ
モ
見
ヤ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
テ
、
セ
イ
シ
テ
侍
メ
ル
。
経
ノ
中
ニ
多

禁
メ
ラ
レ
タ
リ
。
亦
、
女
人
モ
人
ノ
男
ヲ
不
可
取
。
此
次
ニ
大
方
ノ
不
邪
婬
戒
ノ
文
ヲ
少
少
可
申
。
女
人
ハ
煩
悩
ノ
ミ
ナ

モ
ト
也
。
一
度
モ
犯
シ
ツ
レ
バ
、
五
百
世
ノ
間
、
彼
ニ
随
テ
六
趣
ニ
輪
廻
ス
。
毒
蛇
ヲ
バ
見
ト
モ
女
人
ヲ
バ
見
ル
ベ
カ
ラ

ズ
。
諸
婬
ハ
女
人
ニ
近
付
ガ
故
也
。
相
構
テ
是
ヲ
バ
遠
ザ
カ
ル
ベ
キ
也
。

一
見
於
女
人

不
離
三
悪
道

永
結
三
途
業
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何
況
於
一
犯

定
墜
無
間
獄

加
様
ニ
ア
マ
タ
ノ
経
ノ
中
ニ
申
タ
ル
メ
レ
バ
、
増
テ
著
ヲ
成
サ
ン
罪
、
思
ヤ
リ
テ
知
ヌ
ベ
シ
。
流
転
生
死
ノ
業
ハ
婬
欲

ニ
ヨ
ル
也
。
春
ノ
駒
ノ
身
ヲ
損
シ
、
秋
ノ
鹿
ノ
命
ヲ
失
フ
モ
、
唯
婬
欲
ガ
タ
ブ
ラ
カ
ス
故
也
。
銅
ヲ
飲
ム
象
、
鉄
食
フ
犬
、

ナ
ヲ
シ
此
道
ニ
タ
ヘ
ズ
。
況
ヤ
人
倫
ニ
ヲ
イ
テ
ヲ
ヤ
。

一
角
仙
人
ハ
玉
女
ノ
容
ニ
近
付
テ
験
ヲ
失
ヒ
、
四
目
居
士
ハ
臣
子
ノ
命
ニ
シ
タ
ガ
ヒ
テ
行
ヲ
コ
タ
リ
、
鳩
摩
羅
炎
ハ
亀

茲
国
ノ
王
女
ニ
縁
ヲ
結
ビ
、
羅
什
三
蔵
ハ
四
人
ノ
子
ヲ
設
ケ
キ
。
大
樹
仙
人
ハ
女
ヲ
見
テ
定
ヲ
出
テ
、
カ
サ
ン
比
丘
ハ
、

優
婆
堀
多
ニ
ハ
カ
サ
レ
、
ケ
ウ
シ
カ
ボ
ン
ジ
ガ
不
還
果
ヲ
証
セ
シ
モ
、
女
捨
ル
事
ナ
ク
、
初
果
ノ
聖
ノ
法
ヲ
信
ゼ
シ
、
夜

ル
昼
ル
八
十
度
ノ
婬
欲
ヲ
行
ジ
ケ
ル
ト
ゾ
申
ケ
ル
。

一
角
仙
人
ハ
、
雨
ノ
フ
リ
テ
道
ノ
ア
シ
カ
リ
ケ
ル
ニ
腹
ヲ
立
テ
、
諸
ノ
竜
王
ヲ
水
瓶
ニ
カ
リ
コ
メ
テ
ヲ
ク
程
ノ
験
有
人

ナ
リ
シ
カ
ド
モ
、
玉
女
ノ
ア
ソ
ビ
ヲ
見
テ
心
還
テ
験
ヲ
失
ヒ
ケ
ル
也
。

〇
久
遠
寺
本
『
宝
物
集
』
巻
五
（
注
９
）

一
角
仙
人
ハ
玉
女
ノ
容
ニ
近
付
テ
験
ヲ
失
ヒ
。
四
目
居
士
ハ
呂
子
ノ
命
ニ
シ
タ
カ
ヒ
テ
行
ヲ
ヲ
コ
タ
リ
。
鳩
麻
羅
延
ハ

亀
茲
国
ノ
王
女
ニ
縁
ヲ
結
ヒ
。
羅
什
三
蔵
ハ
四
人
ノ
子
ヲ
マ
ウ
ケ
。
大
樹
仙
人
ハ
女
ヲ
見
テ
定
ヲ
出
テ
。
カ
サ
ム
比
丘
ハ

優
ハ
掬
多
ニ
ハ
カ
サ
レ
タ
リ
。

一
角
仙
人
ハ
雨
ノ
フ
リ
テ
道
ア
シ
カ
リ
ケ
ル
ニ
腹
立
テ
。
諸
ノ
竜
王
ヲ
水
瓶
ニ
カ
リ
コ
メ
テ
置
程
ノ
験
ア
ル
物
。
玉
女

ノ
遊
ヲ
見
テ
心
還
リ
テ
験
ヲ
失
フ
ナ
リ
。

〇
第
二
種
七
巻
本
『
宝
物
集
』
巻
第
五
（
持
戒
）
（
注
１
０
）
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一
角
仙
人
は
玉
女
の
容
に
ち
か
づ
き
て
験
を
う
し
な
ひ
、
四
目
居
士
は
臣
子
の
命
に
し
た
が
ひ
て
行
を
お
こ
た
る
。
鳩

摩
羅
衍
は
、
亀
茲
国
の
玉
女
に
縁
を
結
び
、
羅
什
三
蔵
は
四
人
の
君
を
ま
う
け
き
。
大
樹
仙
人
は
女
を
見
て
定
を
い
で
、

か
さ
ん
比
丘
は
、
優
婆
崛
多
に
は
か
ら
れ
て
、
憍
尸
迦
梵
志
が
不
還
果
を
証
せ
し
、
女
人
を
す
つ
る
事
な
し
。
初
果
聖
者

の
法
を
信
ぜ
し
、
昼
夜
に
八
十
度
の
婬
を
お
こ
な
ひ
き
。

一
角
仙
人
は
、
雨
の
ふ
り
て
道
の
あ
し
か
り
け
る
に
は
ら
を
た
て
、
も
ろ
〳
〵
の
竜
王
を
水
瓶
に
か
り
こ
め
て
を
く
ほ

ど
の
験
を
す
て
て
、
玉
女
の
あ
そ
ぶ
を
み
て
心
を
う
つ
し
て
験
を
う
し
な
う
事
也
。

以
上
が
『
宝
物
集
』
諸
本
に
収
載
さ
れ
た
「
一
角
仙
人
説
話
」
で
あ
る
。
諸
本
を
通
観
す
る
と
、
片
仮
名
古
活
字
三
巻

本
『
宝
物
集
』
の
冒
頭
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
本
話
は
「
持
戒
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
五
戒
の
一
つ
で
あ
る
「
不
邪
婬
」

の
例
話
と
し
て
あ
る
。
ま
ず
は
、
本
文
の
冒
頭
部
分
を
比
較
検
討
を
し
て
み
た
い
。
一
巻
本
『
宝
物
集
』
に
は
、

邪
婬
ト
申
シ
ハ
女
之
方
ヘ
、
メ
ヲ
タ
ニ
モ
ミ
ヤ
ラ
ス
ト
ソ
申
メ
ル
。
法
花
経
之
安
楽
行
品
ニ
、
チ
カ
ツ
ク
マ
シ
キ
相

ヲ
オ
シ
ヘ
給
ヘ
ル
ニ
モ
、
諸
ノ
婬
女
ニ
チ
カ
ツ
ク
ヘ
カ
ラ
ス
ト
侍
メ
ル
。

と
あ
る
。
冒
頭
に
、
「
邪
婬
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
諸
本
で
は
、
「
不
邪
婬
」
に
表
記
が
変
わ
る
。
ま
た
、
『
法
華
経
』

安
楽
行
品
を
引
用
し
て
、
「
諸
ノ
婬
女
ニ
チ
カ
ツ
ク
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
す
る
点
も
、
一
巻
本
の
独
自
本
文
と
い
え
よ
う
。
片

仮
名
古
活
字
三
巻
本
『
宝
物
集
』
で
は
、

三
、
不
邪
婬
ト
申
ハ
、
男
ノ
持
タ
ル
女
ノ
方
ヘ
目
ヲ
ダ
ニ
モ
見
ヤ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
テ
、
セ
イ
シ
テ
侍
メ
ル
。
経
ノ
中

ニ
多
禁
メ
ラ
レ
タ
リ
。
亦
、
女
人
モ
人
ノ
男
ヲ
不
可
取
。
此
次
ニ
大
方
ノ
不
邪
婬
戒
ノ
文
ヲ
少
少
可
申
。
女
人
ハ
煩

悩
ノ
ミ
ナ
モ
ト
也
。
一
度
モ
犯
シ
ツ
レ
バ
、
五
百
世
ノ
間
、
彼
ニ
随
テ
六
趣
ニ
輪
廻
ス
。
毒
蛇
ヲ
バ
見
ト
モ
女
人
ヲ

バ
見
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
諸
婬
ハ
女
人
ニ
近
付
ガ
故
也
。
相
構
テ
是
ヲ
バ
遠
ザ
カ
ル
ベ
キ
也
。
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と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
男
性
が
女
性
を
見
る
こ
と
を
禁
じ
、
女
性
を
犯
す
こ
と
で
五
百
世
の
間
に
六
道
に
輪
廻

す
る
こ
と
か
ら
、
女
性
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
戒
め
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
諸
本
に
よ
っ
て
本
文
の
異
同
が
あ
る
。
並
べ

て
比
較
し
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

〇
一
巻
本

邪
婬
ト
申
ハ
女
之
方
ヘ
、
メ
ヲ
タ
ニ
モ
ミ
ヤ
ラ
ス
ト
ソ
申
メ
ル
。

〇
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本

不
邪
婬
ト
申
ハ
、
男
ノ
持
タ
ル
女
ノ
方
ヘ
目
ヲ
ダ
ニ
モ
見
ヤ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
テ
、
セ
イ
シ
テ
侍
メ
ル
。

〇
身
延
文
庫
本

第
三
ニ
、
不
邪
婬
ト
申
ハ
、
妻
ア
ル
者
ヲ
夫
ニ
セ
ス
、
夫
ア
ル
者
ヲ
妻
ニ
セ
ス
ト
誡
タ
ル
也
。
サ
レ
ト
モ
、
是
ハ
一

人
ヲ
ハ
ユ
ル
サ
レ
テ
侍
メ
レ
ハ
、
事
モ
踈
ニ
テ
侍
メ
ル
。
不
婬
ト
ハ
、
ヒ
ト
シ
キ
女
ノ
方
ヘ
目
ヲ
モ
見
遣
ヘ
カ
ラ
ス

ト
、
ア
マ
タ
ノ
経
ノ
中
ニ
、
制
シ
テ
侍
メ
リ
。

〇
第
二
種
七
巻
本

第
三
に
、
不
邪
婬
と
申
は
、
妻
の
あ
る
を
も
夫
と
せ
ず
、
夫
の
あ
る
を
も
妻
と
せ
ず
い
ま
し
む
る
な
り
。
さ
れ
ど
も
、

こ
れ
一
人
を
ゆ
る
さ
れ
て
侍
る
め
れ
ば
、
事
も
お
ろ
か
に
侍
る
め
り
。
不
婬
と
て
、
女
の
か
た
へ
目
を
も
だ
に
み
や

る
べ
か
ら
ず
と
、
あ
ま
た
の
経
の
中
に
制
し
い
ま
し
め
ら
れ
て
侍
る
め
り
。
女
人
は
煩
悩
の
源
、
一
度
も
犯
し
つ
れ

ば
、
五
百
世
の
間
、
か
れ
に
し
た
が
ひ
て
六
趣
に
輪
廻
す
。
又
は
、
毒
蛇
は
み
る
と
も
女
人
は
み
る
べ
か
ら
ず
。

諸
本
を
比
較
す
る
と
、
①
女
性
の
方
に
目
で
み
る
こ
と
さ
え
禁
止
す
る
内
容
、
②
妻
と
夫
の
夫
婦
が
、
両
者
で
な
い
者

と
邪
な
関
係
を
持
つ
こ
と
を
誡
め
る
内
容
、
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
、
身
延
文
庫
本
の
「
妻
ア
ル
者
ヲ

夫
ニ
セ
ス
、
夫
ア
ル
者
ヲ
妻
ニ
セ
ス
ト
」
い
う
内
容
は
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
一
九
六
三
に
「
不
邪
婬
戒
」
の
題
で
「
さ
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ら
ぬ
だ
に
重
き
が
上
に
小
夜
衣
わ
が
つ
ま
な
ら
ぬ
つ
ま
な
重
ね
そ
」
と
あ
る
歌
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
歌
意
は
、「
そ

う
で
な
く
て
、
自
分
の
妻
で
さ
え
罪
が
重
い
の
に
、
そ
の
上
に
さ
ら
に
、
自
分
の
妻
で
な
い
妻
と
関
係
を
重
ね
る
な
」
と

あ
る
（
注
１
１
）。

ち
な
み
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
前
掲
の
前
田
氏
は
、
（
平
間
注
：
第
二
種
七
巻
本
『
宝
物
集
』
で
は
）
「
「
一
人
」
と
な

ら
「
ゆ
る
さ
れ
て
」
い
る
か
ら
と
「
不
婬
」
、
即
ち
、
女
性
へ
の
関
心
の
断
絶
を
説
く
形
に
転
換
し
尖
鋭
化
す
る
」
と
指

摘
し
て
い
る
（
注
１
２
）。
そ
し
て
『
宝
物
集
』
は
、
一
角
仙
人
以
外
の
不
邪
婬
の
例
話
を
挙
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
説
話
の
構
成
に
注
目
す
れ
ば
、
『
類
雑
集
』
の
本
文
と
比
較
検
討
す
る
と
、
『
宝
物
集
』
に
は
、
大
幅

な
省
略
が
認
め
ら
れ
る
う
え
、
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
『
宝
物
集
』
以
降
の
諸
本
に
お
い
て
、
他
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な

い
独
自
本
文
を
有
す
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
具
体
的
に
は
、
一
角
仙
人
が
、
雨
が
降
っ
て
道
が
悪
い
こ
と
に
腹
を
立
て
、

そ
の
原
因
で
あ
る
「
諸
の
竜
王
」
を
水
瓶
に
閉
じ
こ
め
て
お
く
験
を
持
っ
て
い
た
が
、
玉
女
が
遊
ぶ
姿
を
み
て
心
を
う
つ

し
た
た
め
に
そ
の
験
を
失
っ
た
点
に
つ
い
て
、
仙
人
と
し
て
の
験
が
、
段
階
を
経
て
失
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
あ
げ
た
『
宝
物
集
』
の
本
文
に
注
目
す
る
と
、
「
雨
と
竜
王
の
関
係
」
や
「
玉
女
」
の
存
在
が
、
看
過
で
き
な

い
語
句
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
若
干
、
脇
道
に
逸
れ
る
が
、
い
ま
先
行
研
究
に
従
っ
て
そ
の
用
例
な
ど
を
整
理
し
て
お
き

た
い
。三

‐
一
「
玉
女
」
に
つ
い
て

田
中
貴
子
氏
は
、
文
献
資
料
に
お
け
る
〈
玉
女
〉
の
展
開
に
つ
い
て
重
要
な
指
摘
を
発
表
さ
れ
て
い
る
（
注
１
３
）
。
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た
と
え
ば
、
親
鸞
の
「
行
者
宿
報
偈
」
や
、
真
言
僧
覚
禅
（
康
治
二
年
〈
一
一
四
三
〉
生
）
の
図
像
学
書
『
覚
禅
鈔
』
の

一
節
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
必
要
な
箇
所
を
、
引
用
し
て
み
た
い
。
な
お
、
書
き
下
し
は
、
田
中
氏
の
論
文
に
よ
る
。

〇
『
親
鸞
夢
記
』『
三
夢
想
記
』
に
含
ま
れ
る
「
行
者
宿
報
偈
」

親
鸞
夢
記
に
云
は
く

六
角
堂
救
世
大
菩
薩
、
顔
容
端
政
之
僧
形
を
示
現
し
て
、
白
納
の
御
袈
裟
を
着
服
せ
し
め
て
、
広
大
の
白
蓮

に
端
座
し
て
、
善
信
に
告
命
し
て
言
は
く
、

行
者
宿
報
に
て
設
ひ
女
犯
す
と
も

我
玉
女
身
と
成
り
て
犯
せ
ら
れ
ん

一
生
の
間
能
く
荘
厳
し
て

臨
終
引
導
し
て
極
楽
に
生
ぜ
し
め
ん

救
世
大
菩
薩
此
の
誦
し
て
言
は
く
、
此
の
文
は
吾
が
誓
願
な
り
、
一
切
群
生
に
説
き
聞
か
す
べ
し
と
告
命
し

た
ま
へ
り
。
斯
の
告
命
に
因
て
、
数
千
万
の
有
情
に
こ
れ
を
聞
か
し
む
と
覚
え
て
、
夢
さ
め
お
は
ん
ぬ
。

〇
『
覚
禅
鈔
』

本
尊
の
玉
女
に
変
ず
る
事

又
云
は
く
。
邪
見
心
発
り
。
婬
欲
熾
盛
に
し
て
世
に
堕
落
す
べ
き
と
き
は
。
如
意
輪
我
が
王
の
玉
女
と
成
り
。

其
人
の
親
し
い
妻
妾
と
為
り
て
共
に
愛
を
生
じ
。
一
期
生
の
間
。
福
冨
を
以
て
荘
厳
し
。
無
辺
の
善
事
を

造
ら
令
め
。
西
方
極
楽
浄
土
に
仏
道
を
成
さ
令
む
。

（
『
大
正
蔵
』
図
像
部
第
五
巻
）

以
上
の
資
料
に
つ
い
て
、
氏
は
、
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鎌
倉
時
代
ま
で
に
、
特
に
密
教
色
豊
か
な
土
壌
で
培
わ
れ
て
き
た
如
意
輪
観
音
に
関
す
る
伝
承
を
背
景
に
持
ち
、
女

犯
と
い
う
主
題
に
即
し
て
蓋
然
的
に
浮
上
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

と
し
た
う
え
で
、

（
平
間
注
：
親
鸞
の
）
「
行
者
宿
報
偈
」
の
玉
女
と
い
う
表
現
が
、
『
覚
禅
鈔
』
そ
の
も
の
の
記
述
に
直
接
依
拠
し

た
わ
け
で
は
な
い
に
し
ろ
、
鎌
倉
時
代
、
玉
女
な
る
も
の
が
如
意
輪
観
音
（
ま
た
は
救
世
観
音
）
の
変
化
身
の
一
つ

と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
『
覚
禅
鈔
』
で
も
「
行
者
宿
報
偈
」
で
も
、
玉
女
は
、
男
性
の
婬
欲
を

我
が
身
で
受
け
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
で
は
本
来
罪
業
で
あ
る
は
ず
の
婬
欲
を
転
化
し
、
極
楽
往
生
の
機
縁

と
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
玉
女
は
男
性
の
罪
業
を
肩
代
わ
り
す
る
も
の
と
し
て
、
一
般
に
女
性
の
往

生
を
認
め
て
い
な
い
仏
教
の
制
度
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
１
４
）
。

こ
れ
ら
二
点
の
資
料
は
と
も
に
、
救
世
観
音
ま
た
は
如
意
輪
観
音
が
、
仏
道
修
行
を
行
う
者
が
、
た
と
え
女
性
を
犯
し

て
も
、
玉
女
と
な
っ
て
女
性
の
身
に
代
わ
る
こ
と
を
述
べ
、
最
終
的
に
は
、
行
者
を
極
楽
に
往
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
尊
の
救
世
観
音
（
如
意
輪
観
音
）
が
「
玉
女
」
の
姿
と
な
り
、
婬
欲
や

邪
見
な
心
を
起
こ
し
た
者
で
も
、
極
楽
に
導
く
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。

一
方
、
『
宝
物
集
』
に
引
用
さ
れ
た
「
玉
女
」
は
、
「
玉
の
よ
う
に
美
し
い
女
」
を
意
味
し
て
い
て
、
そ
の
「
容
（
か

た
ち
）
」
を
目
の
当
た
り
に
し
た
一
角
仙
人
は
、
仙
人
と
し
て
の
験
を
喪
失
し
て
し
ま
う
く
だ
り
と
な
っ
て
い
る
。
第
二

種
七
巻
本
『
宝
物
集
』
の
注
に
よ
れ
ば
、
『
宝
物
集
』
は
、
『
横
川
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
式
』
の
「
一
角
仙
人
猶
墮
玉

女
之
容
。
四
目
居
士
自
隨
從
子
之
眼
。
飮
銅
之
象
乍
入
欲
火
之
迷
。
飡
鐵
之
狗
終
出
愛
水
意
」
（
『
大
正
蔵
』
八
四
巻
、

八
七
七
ｂ
二
～
四
）
の
く
だ
り
と
一
致
す
る
語
句
が
多
く
、
本
書
に
拠
っ
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
１
５
）。
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こ
こ
に
挙
げ
た
資
料
は
い
ず
れ
も
、
一
二
〇
〇
年
前
後
に
成
立
し
、
な
お
か
つ
「
玉
女
」
が
物
語
の
な
か
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
玉
女
の
役
割
が
、
①
（
『
親
鸞
夢
記
』
な
ど
で
は
）
仏
道
修
行
に
向
か
わ
せ
る
存
在
、
②

（
『
宝
物
集
』
で
は
）
修
行
で
得
た
力
を
失
わ
せ
る
誘
惑
と
な
る
存
在
、
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
点

で
あ
ろ
う
。
『
大
智
度
論
』
や
『
類
雑
集
』
で
は
、
「
婬
女
」
の
「
扇
陀
」
に
誘
惑
さ
れ
た
一
角
仙
人
で
あ
っ
た
が
、
『
宝

物
集
』
で
は
、
な
ぜ
、
「
玉
女
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
「
玉
女
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
存
在
で
あ
る
の
か
、
先
述
の
田
中
氏
の
論
を
参
照
し
て
い
き
た
い
。

田
中
氏
に
よ
れ
ば
、
玉
が
王
権
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
よ
う
に
、
玉
女
も
王
の
霊
力
を
補
充
し
た
存
在
で
あ
り
、
玉
女
が

王
と
婚
姻
関
係
な
ど
の
性
的
接
触
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
玉
や
王
権
と
の
関
連
を
示
す
初
出
は
、『
三

宝
絵
』
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
氏
の
指
摘
に
従
い
、
『
三
宝
絵
』
の
用
例
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
『
三
宝
絵
』
巻
上
・
四

「
精
進
波
羅
蜜
」
に
、
王
子
の
大
施
太
子
が
富
貴
を
生
み
出
す
如
意
宝
珠
を
求
め
て
竜
王
の
竜
宮
へ
旅
立
つ
と
い
う
話
の
、

太
子
が
苦
難
を
乗
り
越
え
、
つ
い
に
竜
王
の
宮
の
門
に
た
ど
り
つ
く
場
面
に
記
さ
れ
た
一
文
に
注
目
し
た
い
。

王
の
宮
に
至
り
て
見
れ
ば
、
毒
の
竜
掘
を
守
り
、
玉
の
女
門
を
守
る
。（
注
１
６
）

右
に
あ
げ
た
一
文
は
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
表
記
さ
れ
た
観
智
院
本
で
、
傍
線
部
に
は
「
玉
の
女
」
と
あ
る
が
、

前
田
本
に
は
「
玉
女
」
、
関
戸
本
に
は
「
玉
ノ
女
」
と
あ
る
。
そ
し
て
典
拠
で
あ
る
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
の
対
応
箇
所

に
は
、
「
竜
女
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
女
性
が
、
「
如
意
宝
珠
を
守
る
竜
王
の
娘
」
で
あ
る
と
、
田
中
氏

は
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
注
１
７
）
。
『
宝
物
集
』
で
は
、
玉
女
に
誘
惑
さ
れ
た
一
角
仙
人
が
、
雨
を
ふ
ら
せ
て
道
を
悪
く

し
た
竜
王
を
水
瓶
に
と
じ
込
め
る
描
写
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
竜
王
は
、
雨
を
つ
か
さ
ど
る
存
在
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
「
玉

女
」
と
い
う
語
句
に
注
目
し
て
き
た
が
、
そ
の
用
例
を
整
理
す
る
と
、
つ
ぎ
の
三
点
と
な
ろ
う
。
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①
『
親
鸞
夢
記
』
な
ど
で
は
、
観
音
が
「
玉
女
」
の
姿
と
な
り
、
た
と
え
修
行
者
が
女
犯
を
お
か
し
て
も
、
「
玉
女
」
は

観
音
で
あ
る
か
ら
、
西
方
極
楽
浄
土
の
仏
道
修
行
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。

②
『
三
宝
絵
』
に
描
か
れ
た
竜
王
は
如
意
宝
珠
（
＝
玉
）
を
守
る
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
玉
女
」
と
い
う
呼
称
が

用
い
ら
れ
た
。

③
『
宝
物
集
』
の
一
角
仙
人
説
話
で
は
、
仙
人
を
誘
惑
す
る
美
女
と
し
て
玉
女
が
登
場
し
、
玉
女
に
近
づ
い
た
た
め
に
、

仙
人
と
し
て
の
験
を
失
う
。
ま
た
、
仙
人
が
雨
が
降
り
道
が
悪
く
な
る
こ
と
に
腹
を
た
て
、
（
雨
を
つ
か
さ
ど
る
）
竜
王

を
水
瓶
に
閉
じ
込
め
る
験
を
持
っ
て
い
た
が
、
玉
女
の
遊
び
を
み
て
験
を
失
っ
た
。

こ
こ
に
あ
げ
た
三
点
の
う
ち
、
②
と
③
、
す
な
わ
ち
『
三
宝
絵
』
や
『
宝
物
集
』
で
は
、
「
竜
王
」
「
宝
珠
」
「
玉
女
」

と
い
う
語
句
が
共
通
す
る
こ
と
は
、
偶
然
で
は
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
を
め
ぐ
ら
せ

る
と
、
つ
ぎ
に
あ
げ
る
藤
巻
和
宏
氏
の
御
指
摘
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

藤
巻
氏
は
、
勧
修
寺
の
寛
信
、
あ
る
い
は
随
心
院
の
親
厳
が
作
者
と
比
定
さ
れ
て
い
る
『
東
要
記
』
巻
中
「
精
進
峰
」

の
記
述
に
注
目
さ
れ
、
そ
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
、

転
輪
聖
王
と
龍
王
と
が
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
宝
珠
に
よ
っ
て
福
徳
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
思
想
を
『
遺
告
二
十
五
箇
条
』

に
記
さ
れ
る
空
海
所
伝
の
宝
珠
に
重
ね
合
わ
せ
、
空
海
の
力
に
よ
っ
て
宝
珠
が
恵
み
の
雨
を
も
た
ら
し
、
龍
王
の
宝

珠
も
力
を
発
揮
す
る
と
捉
え
る
。
ま
た
、
龍
王
が
こ
の
宝
珠
を
守
護
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
力
に
よ
り
悟
り
の
境
地

を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
空
海
は
、
各
地
を
め
ぐ
っ
て
龍
王
の
棲
む
峰
を
探
し
、
土
心
水
師
の
修
行

す
る
室
生
山
に
こ
れ
を
埋
め
た
。
密
教
と
国
家
の
繁
栄
は
、
こ
の
宝
珠
に
よ
り
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
１
８
）
。
一
角
仙
人
説
話
に
、「
如
意
宝
珠
」
の
語
句
は
記
さ
れ
な
い
が
、
本
説
話
の
「
玉
女
」
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の
語
句
に
注
目
し
、
そ
の
用
例
に
は
、
「
竜
王
（
龍
王
）
」
「
雨
」
「
玉
女
」
が
共
通
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

が
描
か
れ
る
作
品
の
背
景
と
、
藤
巻
氏
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
福
徳
を
も
た
ら
す
如
意
宝
珠
が
、
恵
み
の
雨
を
も
た
ら
し
、

龍
王
が
宝
珠
を
守
護
す
る
こ
と
で
悟
り
の
境
地
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
思
想
信
仰
は
、
相
互
に
重
な
り
あ
う
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
思
想
信
仰
は
、
平
安
時
代
の
作
品
理
解
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

よ
う
。三

‐
二
『
三
国
伝
記
』
の
一
角
仙
人
説
話
に
つ
い
て

つ
ぎ
に
、
『
三
国
伝
記
』
と
『
三
国
伝
記
抜
書
』
を
取
り
上
げ
る
。

〇
『
三
国
伝
記
』
巻
第
二

第
二
十
八
「
一
角
仙
人
事
」

明
二

〔
伉
〕
儷
ノ
昵
深
事
一

也
（
注
１
９
）

梵
曰
過
去
久
遠
昔
、
波
羅
奈
国
山
中
ニ
仙
人
有
。
頭
一
角
生

。
仍

名
二

ノ

ノ

リ

ニ

ノ
ツ
ノ

タ
リ

テ

ク

一
角
仙
人
一

。
十
八
大
経
ヲ
習
坐
禅
シ
テ
四
無
量
心
ヲ
覚
。

五
神
通
ヲ
得
タ
リ
。
彼

ト

ノ

ヒ

リ

ノ

国
ニ
婬
女
有
。
名
ヲ
扇
陀
ト
云
フ
。
端
正

双
ビ
無
シ
。
五
百
美
人
ヲ
眷
属
ト
ス
。

リ

ニ
シ
テ

ノ

各
々
車
ニ
乗
リ
美
酒
好
食
幷
ニ
歓
喜
丸
ヲ
調
テ
彼
山
中
ニ
遊
ブ
。
其
時
、
一
角
仙
人

ノ

ノ

是

共
ニ
遊
戯
ス
。
遂
ニ
良
薬
ヲ
嘗

美
酒
ヲ
呑
ム
。
諸
ノ
婬
女
ト
遊
戯
逍
遥
ス
ル
程

レ
ト

ゲ

ナ
メ
テ

ユ
ゲ

セ
ウ
ヨ
ウ

ニ
、
欲
境
ノ
心
発
リ
テ
婬
愛
ニ
及
、
伉
儷
〔
ノ

人
の

昵
ビ
〕
有
。
其
時
神
通
退
失
ス

リ

ノ

ニ

ヲ

ト
云
ヘ
リ
。
昔
一
角
仙
人
今
釈
迦
如
来
是
也
。
〔
昔
の

〕
扇
陀
婬
女
ハ
今
日
ノ
耶
輸

ノ

ハ

ノ

レ
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多
羅
是
也
。
夫
婦
ハ

五
百
生
ノ

縁
ト

経
ノ

中
ニ

説
ケ
ル
、
是
以
テ
為
レ

証
也
。

〇
『
三
国
伝
記
抜
書
』
〈
身
延
文
庫
本
〉
第
三
十
九
（
注
２
０
）

一
、
一
角
仙
人
事

卅
九

梵
云
、
久
遠
ノ

昔
、
ハ
ラ
奈
国
ノ

山
中
ニ

有
二

仙
人
一

。

頭
ニ

生
二

一
角
一

。
仍
爾
カ

名
也
。
深
ク

有
渉
、
定
ヲ

凝

、
得
二

五
神
通
一

。
彼
国
ニ

ス

ヲ

コ
ラ
シ
テ

タ
リ

有
二

婬
女
一

。
名
二

扇
陀
一

。
端
正
無
双
也
。
五
百
人
ノ

美
人
ヲ

リ

ク

ト

具
シ
テ

乗
レ

車
ニ

、
調
二

美
酒
好
食
一

、
遊
二

彼
山
中
一

。
仙
人
見
テ

ヘ
テ

ヲ

フ

ニ

之
一

共
ニ

遊
戯
ス

。
嘗
二

良
薬
一

、
呑
二

美
酒
一

、
婬
女
ト

遊
ケ
ル
ニ

ナ
メ

ヲ

ミ

ヲ

発
二

欲
心
一

、
及
二

婬
愛
一

。
有
二

伉

儷
昵
一

。
軈
テ
神
通
ヲ

失
ヌ

。

ヲ
コ
リ

フ

ニ

リ
カ
ウ
レ
イ
ノ
ム
ツ
ヒ

昔
ノ

一
角
仙
人
ト

者
、
今
ノ

尺
尊
、
是
也
。
婬
女
ノ
扇
陀
ト

者

今
ノ

耶
輸
多
□
女
也
云
々
。（
傍
線
部
分
は
、
独
自
文
。）

以
上
が
、
『
三
国
伝
記
』
と
『
三
国
伝
記
抜
書
』
の
一
角
仙
人
説
話
で
あ
る
。
『
三
国
伝
記
』
の
出
典
に
つ
い
て
、
「
本

話
は
個
々
の
表
現
で
は
、
『
法
苑
珠
林
』
に
最
も
近
い
が
、
筋
は
大
幅
に
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
直
接
関
係
の
有
無
は
断

定
で
き
な
い
」
と
の
指
摘
が
あ
る
（
注
２
１
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
大
智
度
論
』
や
『
法
苑
珠
林
』
の
本
文
を
参
照
し

た
と
考
え
ら
れ
る
『
類
雑
集
』
と
も
共
通
す
る
語
句
が
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
一
角
仙
人
は
、
今
の
釈
尊
で
、
美
女

・
扇
陀
が
、
今
の
耶
輸
多
羅
（
耶
輸
多
羅
の
女
）
と
す
る
点
で
あ
る
。
人
名
以
外
で
共
通
す
る
語
句
に
は
「
歓
喜
丸
」
が

あ
る
。
ち
な
み
に
、
『
三
国
伝
記
』
の
補
注
に
「
歓
喜
丸
」
に
つ
い
て
、
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歓
喜
団
と
も
い
う
。
も
と
イ
ン
ド
の
菓
子
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
歓
喜
天
と
双
身
毘
沙
門
天
に
限
っ
た
供
物
と
さ

れ
る
。
蘇
・
蜜
や
各
種
の
穀
類
や
薬
種
を
和
し
て
つ
く
っ
た
餅
菓
子
状
の
食
べ
物
。
歓
喜
天
は
聖
天
と
も
い
い
、
わ

が
国
で
は
夫
婦
和
合
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
２
２
）
。
一
方
、
『
宝
物
集
』
の
諸
本
と
は
、
か
な
り
離
れ
た
文
脈
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
『
類
雑
集
』
と
『
三
国
伝
記
』
の
両
作
品
に
お
け
る
影
響
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
早
急
に
結
論
を
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
が
、
現
段
階
で
考
え
ら
れ
る
可
能
性
を
述
べ
て
お
く
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

前
田
氏
は
、
『
三
国
伝
記
』
の
な
か
で
、
現
存
最
古
と
さ
れ
る
『
三
国
伝
記
抜
書
』
（
天
文
五
〈
一
五
三
六
〉
年
）
に

つ
い
て
、

（
平
間
注
：
身
延
本
は
）
か
な
り
合
理
化
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
（
平
間
注
：
写
本
刊
本
と
身
延
本
）
原
形
に
近

い
か
は
、
俄
か
に
決
め
難
い
け
れ
ど
も
、
説
話
の
源
泉
で
あ
る
『
大
智
度
論
』
（
『
法
苑
珠
林
』
）
を
み
る
と
、
写
本

刊
本
の
方
が
よ
り
忠
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
漢
文
に
近
い
表
記
は
身
延
本
の
方
な
の
で
、
身
延
本
の
依
拠
し
た

資
料
（
黒
田
に
よ
れ
ば
、
日
意
所
持
本
）
で
は
、
傍
線
部
分
（
平
間
注
：
独
自
本
文
部
分
）
も
ど
う
な
っ
て
い
た
か

不
明
で
あ
り
、
原
形
に
こ
だ
わ
る
議
論
は
判
断
停
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
や
は
り
黒
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
本
文

の
点
で
も
、
写
本
刊
本
と
は
聊
か
系
統
を
異
に
す
る
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
資
料
」
と
今
の
と
こ
ろ
は
考
え
た
方
が

無
難
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
（
注
２
３
）
。
こ
の
『
三
国
伝
記
抜
書
』
が
日
意
（
一
四
四
四
～
一
五
一
九
、
久
遠
寺
第
一
二
世
）
所
持

本
で
あ
る
な
ら
ば
、
同
様
に
、
久
遠
寺
を
は
じ
め
と
す
る
日
蓮
宗
寺
院
で
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
『
宝
物
集
』
や
『
類
雑

集
』
と
の
影
響
関
係
も
想
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
本
研
究
会
の
今
後
の
課
題
と
し
て
準
備
を
進

め
た
い
。
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三
‐
三
『
太
平
記
』
の
一
角
仙
人
説
話
に
つ
い
て

最
後
に
、
『
太
平
記
』
の
一
角
仙
人
説
話
を
取
り
上
げ
た
い
。

〇
『
太
平
記
』
巻
三
六
「
一
角
仙
人
の
事
」（
注
２
４
）

ま
た
昔
、
天
竺
の
波
羅
奈
国
に
一
人
の
仙
人
あ
り
。
小
便
を
し
け
る
時
、
鹿
の
つ
る
び
け
る
を
見
て
、
婬
欲
の
心
発
し

け
れ
ば
、
覚
え
ず
し
て
精
を
漏
し
た
り
け
る
が
、
草
の
葉
に
ぞ
か
か
り
た
り
け
る
。
そ
の
草
の
葉
を
一
の
妻
鹿
食
ひ
て
、

子
を
生
ず
。
形
は
人
に
し
て
額
に
一
つ
の
角
あ
り
け
れ
ば
、
人
こ
れ
を
一
角
仙
人
と
ぞ
申
し
け
る
。
修
行
功
積
つ
て
、
神

通
殊
に
新
た
な
り
。
あ
る
時
山
路
に
雨
降
り
て
、
松
の
し
づ
く
、
苔
の
露
、
石
巌
滑
ら
か
な
り
け
る
に
、
こ
の
仙
人
谷
へ

下
る
と
て
、
す
べ
つ
て
地
に
ぞ
倒
れ
け
る
。
仙
人
腹
を
立
て
て
、
竜
王
が
あ
れ
ば
こ
そ
雨
も
ふ
ら
せ
、
雨
が
あ
が
れ
ば
こ

そ
我
は
す
べ
つ
て
倒
れ
た
れ
。
如
か
じ
、
こ
の
竜
王
ど
も
を
捕
へ
て
禁
楼
せ
ん
に
は
と
思
ひ
て
、
外
八
海
の
間
に
あ
ら
ゆ

る
所
の
大
竜
・
小
竜
ど
も
を
残
ら
ず
捕
へ
て
、
岩
ほ
の
中
に
ぞ
押
し
籠
め
け
る
。
こ
れ
よ
り
国
土
に
雨
を
降
ら
す
べ
き
竜

神
な
け
れ
ば
、
春
三
月
よ
り
夏
の
末
に
至
る
ま
で
、
天
下
大
い
に
旱
魃
し
て
、
山
田
の
さ
苗
さ
な
が
ら
に
、
と
ら
で
そ
の

儘
枯
れ
に
け
り
。

君
遥
か
に
民
の
愁
へ
を
聞
し
食
し
て
、
「
い
か
が
し
て
こ
の
一
角
仙
人
の
通
力
を
失
ひ
て
、
竜
神
を
岩
の
中
よ
り
出
だ

す
べ
き
」
と
問
ひ
玉
ふ
に
、
あ
る
智
臣
申
し
け
る
は
、
「
か
の
仙
人
た
と
ひ
霞
を
飡
ひ
気
を
飲
み
て
、
長
生
不
老
の
道
を

得
た
り
と
も
、
十
二
の
観
に
於
い
て
い
ま
だ
足
ら
ざ
る
所
あ
れ
ば
こ
そ
、
道
に
す
べ
り
て
瞋
る
心
は
あ
り
つ
ら
め
。
心
い
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ま
だ
枯
木
死
灰
の
如
く
な
ら
ず
は
、
色
に
耽
り
香
に
染
む
愛
念
な
か
ら
ん
や
。
し
か
ら
ば
三
千
の
宮
女
の
中
に
、
容
色
殊

に
勝
れ
た
ら
ん
を
、
一
人
か
の
草
庵
の
中
に
遣
は
さ
れ
て
、
草
の
枕
を
並
べ
苔
の
筵
を
共
に
し
て
、
夜
も
す
が
ら
蘿
洞
の

夢
に
契
り
を
結
ば
れ
ば
、
な
ど
か
か
の
通
力
を
失
は
で
候
ふ
べ
き
」
と
ぞ
申
し
け
る
。

君
、
「
然
る
べ
し
」
と
仰
せ
ら
れ
て
、
す
な
は
ち
三
千
第
一
の
后
、
扇
陀
女
と
申
し
け
る
に
、
五
百
人
の
美
女
を
副
へ

て
、
一
角
仙
人
の
草
庵
の
内
へ
ぞ
送
ら
れ
け
る
。
后
は
さ
し
も
い
み
じ
き
玉
の
台
を
出
で
て
、
見
る
も
悲
し
げ
な
る
草
庵

に
立
ち
入
り
玉
へ
ば
、
苔
漏
る
し
づ
く
袖
の
露
、
か
わ
く
間
も
な
き
御
泪
な
れ
ど
も
、
勅
な
れ
ば
辞
す
る
に
言
な
く
し
て
、

十
府
の
す
が
ご
も
敷
き
忍
び
、
小
鹿
の
角
の
つ
か
の
間
も
、
千
年
を
か
ね
て
契
り
玉
ふ
。
仙
人
も
岩
木
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、

あ
や
な
く
后
に
思
ひ
し
み
て
言
の
葉
ご
と
に
置
く
露
の
、
あ
だ
な
る
物
と
は
疑
は
ず
。
そ
れ
仙
の
道
は
露
盤
の
気
を
嘗
め

て
も
、
婬
欲
に
染
み
ぬ
れ
ば
、
仙
の
法
皆
尽
き
て
、
そ
の
し
る
し
な
し
。
さ
れ
ば
こ
の
仙
人
、
一
度
后
に
落
さ
れ
け
る
よ

り
、
鯤
垣
の
審
も
破
れ
て
、
通
力
も
な
く
、
金
骨
返
り
て
本
の
肉
身
と
成
り
し
か
ば
、
仙
人
忽
ち
に
病
衰
し
て
、
軈
て
空

し
く
成
り
に
け
り
。
そ
の
後
、
后
は
宮
中
へ
立
り
帰
り
、
竜
神
は
天
に
飛
び
去
り
て
、
風
雨
時
に
随
ひ
し
か
ば
、
農
民
束

作
を
事
と
せ
り
。

以
上
が
、
『
太
平
記
』
の
一
角
仙
人
説
話
の
本
文
で
あ
る
。
『
太
平
記
』
の
本
説
話
の
特
徴
を
簡
略
に
紹
介
し
た
い
。

本
話
は
、『
類
雑
集
』
の
一
角
仙
人
話
の
大
ま
か
な
流
れ
は
汲
ん
で
い
る
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
同
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

例
え
ば
、
一
角
仙
人
が
雨
で
足
を
滑
ら
せ
た
原
因
は
、
「
竜
王
ど
も
」
が
雨
を
降
ら
せ
た
せ
い
だ
と
腹
を
た
て
て
、
岩
の

な
か
に
閉
じ
込
め
る
く
だ
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
『
宝
物
集
』
と
同
様
に
「
竜
王
」
が
登
場
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い

る
が
、『
太
平
記
』
の
方
が
、
一
読
し
て
意
味
が
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
君
主
が
竜
王
（
＝
竜
神
）
を
岩
の
中
か
ら
出
そ
う
と
す
る
時
に
、
知
恵
の
あ
る
臣
下
が
、
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「
か
の
仙
人
た
と
ひ
霞
を
飡
ひ
気
を
飲
み
て
、
長
生
不
老
の
道
を
得
た
り
と
も
、
十
二
の
観
に
於
い
て
い
ま
だ
足
ら

ざ
る
所
あ
れ
ば
こ
そ
、
道
に
す
べ
り
て
瞋
る
心
は
あ
り
つ
ら
め
。
心
い
ま
だ
枯
木
死
灰
の
如
く
な
ら
ず
は
、
色
に
耽

り
香
に
染
む
愛
念
な
か
ら
ん
や
。
し
か
ら
ば
三
千
の
宮
女
の
中
に
、
容
色
殊
に
勝
れ
た
ら
ん
を
、
一
人
か
の
草
庵
の

中
に
遣
は
さ
れ
て
、
草
の
枕
を
並
べ
苔
の
筵
を
共
に
し
て
、
夜
も
す
が
ら
蘿
洞
の
夢
に
契
り
を
結
ば
れ
ば
、
な
ど
か

か
の
通
力
を
失
は
で
候
ふ
べ
き
」

と
答
え
た
く
だ
り
が
あ
る
が
、
そ
の
前
半
に
「
霞
を
食
べ
空
気
を
飲
ん
で
」
と
あ
る
の
は
、
『
荘
子
』
逍
遥
遊
に
あ
る

「
藐
キ

古
射
之
山
ニ

有
二

神
人
一

居
焉
、
…
不
レ

食
二

五
穀
一

数
吸
レ

風
飲
レ

露
ヲ

、
乗
二

雲
気
一

御
二

飛
竜
一

、
而
遊
二

乎
四
海
之
外
一

」

テ

ル

ハ

ヲ

ヒ

ヲ

ミ

ジ

ニ

ニ

ブ

ニ

の
一
文
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
が
あ
る
が
（
注
２
５
）
、
こ
う
し
た
記
述
も
仏
典
類
や
『
類
雑
集
』
『
宝
物
集
』
『
三

国
伝
記
』
に
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
こ
の
く
だ
り
の
後
半
に
あ
る
「
蘿
洞
の
夢
」
に
つ
い
て
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
下

・
仙
家
五
五
二
「
夢
を
通
す
る
に
夜
深
け
ぬ
蘿
洞
の
月

跡
を
尋
ぬ
る
に
春
暮
れ
ぬ
柳
門
の
塵
」
の
和
歌
を
下
敷
き
（
引

き
歌
）
と
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
２
６
）
。
こ
の
よ
う
に
、
『
太
平
記
』
の
一
角
仙
人
話
で
は
、
そ
れ

ま
で
の
仏
書
・
文
学
作
品
と
は
異
な
る
表
現
を
く
わ
え
て
、
広
が
り
の
あ
る
説
話
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

四
、
お
わ
り
に

最
後
に
本
報
告
の
ま
と
め
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

本
説
話
は
、
第
二
章
冒
頭
で
紹
介
し
た
前
田
氏
の
詳
細
な
論
考
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
言
い
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
る
が
、
『
類

雑
集
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、
『
類
雑
集
』
に
お
け
る
「
一
角
仙
人
説
話
」
の
系
統
が
、
研
究
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会
に
お
い
て
話
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
本
説
話
の
考
察
は
『
類
雑
集
』

の
成
り
立
ち
を
知
る
う
え
で
も
、
重
要
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
『
類
雑
集
』
の
書
き
下
し
を
試
み
た
が
、
『
類
雑
集
』
の

本
文
は
意
味
不
通
の
箇
所
も
多
く
、『
大
智
度
論
』
や
『
法
苑
珠
林
』
で
補
う
こ
と
で
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、
『
類
雑
集
』
が
版
本
と
な
る
際
に
、
酷
似
し
た
文
字
を
誤
読
し
た
り
、
誤
植
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
本
文
自
体
は
、
『
大
智
度
論
』
『
法
苑
珠
林
』
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
若
干
の
異
同
は
、
認
め
ら

れ
る
。

本
報
告
で
は
、
『
類
雑
集
』
の
「
一
角
仙
人
」
の
資
料
紹
介
や
、
『
宝
物
集
』
の
諸
本
の
比
較
検
討
が
主
と
な
り
、
文

字
通
り
、
現
時
点
で
の
「
中
間
報
告
」
と
な
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
指
摘
し
た
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
あ
る
。

『
類
雑
集
』
巻
八
に
は
、
「
一
角
仙
人
」
と
「
術
婆
伽
」
説
話
の
く
だ
り
が
連
続
し
て
い
る
が
、
両
説
話
は
、
『
宝
物

集
』
に
お
い
て
も
、
同
じ
巻
の
持
戒
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
両
説
話
は
と
も
に
『
大
智
度
論
』
や
『
宝
物
集
』

に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
書
と
の
比
較
検
討
を
と
お
し
て
、
『
類
雑
集
』
の
書
承
関
係
の
分
析
を
す
す
め
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。
論
旨
が
多
岐
に
渡
っ
た
の
で
、「
玉
女
」

の
用
例
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
の
み
、
再
度
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

先
述
の
田
中
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
「
玉
女
」
の
初
例
は
、
『
三
宝
絵
』
と
な
り
、
ま
た
僧
侶
の
夢
記
な
ど
に
用
例
が

認
め
ら
れ
る
。
今
回
、
取
り
上
げ
た
「
玉
女
」
は
、
つ
ぎ
の
三
点
に
分
類
で
き
る
。

①
『
親
鸞
夢
記
』
な
ど
で
は
、
観
音
が
「
玉
女
」
の
姿
と
な
り
、
た
と
え
修
行
者
が
女
犯
を
お
か
し
て
も
、
「
玉
女
」
は

観
音
で
あ
る
か
ら
、
西
方
極
楽
浄
土
の
仏
道
修
行
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。

②
『
三
宝
絵
』
に
描
か
れ
た
竜
王
は
如
意
宝
珠
（
＝
玉
）
を
守
る
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
玉
女
」
と
い
う
呼
称
が
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用
い
ら
れ
た
。

③
『
宝
物
集
』
の
一
角
仙
人
説
話
で
は
、
仙
人
を
誘
惑
す
る
美
女
と
し
て
玉
女
が
登
場
し
、
玉
女
に
近
づ
い
た
た
め
に
、

仙
人
と
し
て
の
験
を
失
う
。
ま
た
、
仙
人
が
雨
が
降
り
道
が
悪
く
な
る
こ
と
に
腹
を
た
て
、
（
雨
を
つ
か
さ
ど
る
）
竜
王

を
水
瓶
に
閉
じ
込
め
る
験
を
持
っ
て
い
た
が
、
玉
女
の
遊
び
を
み
て
験
を
失
っ
た
。

以
上
の
う
ち
、
②
『
三
宝
絵
』
と
③
『
宝
物
集
』
で
は
、
「
竜
王
」
「
宝
珠
」
「
玉
女
」
と
い
う
語
句
が
共
通
す
る
こ
と

は
偶
然
で
は
な
い
と
考
え
る
と
、
藤
巻
和
宏
氏
の
龍
王
と
如
意
宝
珠
に
関
す
る
指
摘
が
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
く
る
。

氏
は
、『
東
要
記
』
巻
中
「
精
進
峰
」
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
、

転
輪
聖
王
と
龍
王
と
が
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
宝
珠
に
よ
っ
て
福
徳
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
思
想
を
『
遺
告
二
十
五
箇
条
』

に
記
さ
れ
る
空
海
所
伝
の
宝
珠
に
重
ね
合
わ
せ
、
空
海
の
力
に
よ
っ
て
宝
珠
が
恵
み
の
雨
を
も
た
ら
し
、
龍
王
の
宝

珠
も
力
を
発
揮
す
る
と
捉
え
る
。
ま
た
、
龍
王
が
こ
の
宝
珠
を
守
護
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
力
に
よ
り
悟
り
の
境
地

を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
空
海
は
、
各
地
を
め
ぐ
っ
て
龍
王
の
棲
む
峰
を
探
し
、
土
心
水
師
の
修
行

す
る
室
生
山
に
こ
れ
を
埋
め
た
。
密
教
と
国
家
の
繁
栄
は
、
こ
の
宝
珠
に
よ
り
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
。

と
い
う
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。
一
角
仙
人
説
話
に
は
、
「
如
意
宝
珠
」
の
語
句
は
記
さ
れ
な
い
が
、
「
玉
女
」
と
い
う
語

句
の
用
例
を
通
し
て
、
作
品
を
通
観
す
る
と
、
「
竜
王
（
龍
王
）
」
「
雨
」
「
観
音
」
「
玉
女
」
が
共
通
し
て
登
場
す
る
の
で

あ
る
。

こ
う
し
た
作
品
の
思
想
信
仰
は
、
藤
巻
氏
が
指
摘
す
る
福
徳
を
も
た
ら
す
如
意
宝
珠
が
、
恵
み
の
雨
を
も
た
ら
し
、
そ

れ
を
守
護
す
る
龍
王
（
や
玉
女
）
が
宝
珠
を
守
護
す
る
と
い
う
思
想
信
仰
と
重
な
り
合
う
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
思
想
信
仰
が
、
平
安
時
代
の
作
品
を
理
解
す
る
う
え
で
、
極
め
て
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
『
宝
物
集
』
と
『
類
雑
集
』
は
と
も
に
日
蓮
宗
寺
院
で
の
成
立
や
所
蔵
が
認
め
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
を
念
頭
に
お
け
ば
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
身
延
山
久
遠
寺
本
『
三
国
伝
記
抜
書
』
の
存
在
は
、
興
味
深
い
も
の
と
な
っ

て
く
る
。
本
書
の
考
察
は
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
な
る
。

現
時
点
で
は
、
『
類
雑
集
』
と
『
宝
物
集
』
と
『
三
国
伝
記
』
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次

号
を
も
っ
て
、『
類
雑
集
』
に
お
け
る
「
一
角
仙
人
」
説
話
の
出
典
研
究
を
補
完
で
き
る
よ
う
準
備
を
す
す
め
た
い
。

注（
１
）
大
正
大
学
図
書
館
所
蔵
、
慶
安
四
年
版
『
類
雑
集
』
に
よ
る
。
翻
刻
は
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』

第
四
〇
号
、
平
成
三
〇
年
、
五
七
～
六
〇
頁
。

（
２
）
拙
稿
「
術
婆
伽
説
話
の
生
成
と
展
開
―
―
恋
は
病
か
、
破
戒
か
、

神

を

招

く

か

―

―

」

高

橋

悠

介

編

『

宗

教

芸

能

と

し

て

の

能

楽

』

勉

誠

出

版

、

令

和

四

年

。

近

世

唱

導

文

芸

研

究

会

「
『
類
雑
集
』
の
出
典
そ
の
（
１
）
―
「
術
婆
伽
」
説
話
を
手
が
か
り
に
―
」
『
大

正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
第
四
三
号
、
令
和
三
年
、
一
～
二
三
頁
。
な
お
、
論
述
の
都
合
上
、
一
部
、
本
稿

と
重
複
す
る
内
容
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

（
３
）
牧
野
和
夫
『
中
世
の
説
話
と
学
問
』
和
泉
書
院
、
平
成
三
年
、
一
八
〇
～
一
八
一
頁
。

（
４
）
前
田
氏
の
論
文
の
出
典
一
覧
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
「
一
角
仙
人
物
語
の
構
造
と
展
開
（
１
）
―
―
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
所
収
話
の
構
造
―
―
」
文
藝
と
批
評
の
会

編
『
文

芸
と
批
評
』
第
五
巻
６
号
、
昭
和
五
六
年
。

②
「
一
角
仙
人
物
語
の
構
造
と
展
開
（
２
）
―
―
仏
教
所
収
話
群
の
諸
相
と
構
造
―
―
」

文
藝
と
批
評
の
会

編
『
文
芸
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と
批
評
』
第
五
巻
８
号
、
昭
和
五
八
年
。

③
「
一
角
仙
人
物
語
の
構
造
と
展
開
（
３
）
―
―
中
国
世
界
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
文
藝
と
批
評
の
会

編
『
文
芸

と
批
評
』
第
五
巻
９
号
、
昭
和
五
八
年
。

④
「
一
角
仙
人
物
語
の
構
造
と
展
開
（
４
）
―
―
日
本
に
お
け
る
受
容
と
表
現
（
一
）
『
今
昔
物
語
集
』
所
収
話
の
世
界

と
言
語
―
―
」
文
藝
と
批
評
の
会

編
『
文
芸
と
批
評
』
第
六
巻
７
号
、
昭
和
六
三
年
。

⑤
「
一
角
仙
人
物
語
の
構
造
と
展
開
（
５
）
―
―
日
本
に
お
け
る
受
容
と
表
現
（
二
）
古
代
～
中
世
に
お
け
る
歌
学
書
の

受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」『
東
京
女
子
学
館
短
期
大
学
紀
要
』

第
１
２
輯
、
平
成
二
年
。

⑥
「
一
角
仙
人
物
語
の
構
造
と
展
開
（
６
）
―
―
日
本
に
お
け
る
受
容
と
表
現
（
三
）
中
世
に
お
け
る
説
話
集
・
仏
書
の

受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」『
東
京
女
子
学
館
短
期
大
学
紀
要
』
第
１
６
輯
、
平
成
六
年
。

（
５
）
前
田
氏
前
掲
注
（
４
）
⑥
に
同
じ
、
一
八
頁
。

（
６
）
月
本
直
子
・
月
本
雅
幸
編
『
宮
内
廳
書
陵
部
蔵
本

宝
物
集
総
索
引
』
古
典
籍
索
引
叢
書

第
六
巻
（
第
一
回
配

本
）
汲
古
書
院
、
平
成
五
年
。

（
７
）
黒
田
彰
編
『
身
延
文
庫
蔵
宝
物
集
中
巻
』
和
泉
書
院
、
昭
和
五
九
年
、
一
三
五
頁
。

（
８
）
山
田
昭
全
・
大
場
朗
・
森
晴
彦
『
宝
物
集
』
お
う
ふ
う
、
平
成
九
年
、
一
三
〇
～
一
三
一
頁
。

（
９
）
小
泉
弘
編
『
古
鈔
本

寶
物
集
』
（
貴
重
古
典
籍
叢
書
８
）
角
川
書
店
、
昭
和
四
八
年
、
影
印
四
〇
七
～
四
〇
八

頁
。
な
お
、
本
文
の
翻
刻
は
筆
者
が
行
な
っ
た
。

（
１
０
）
『
宝
物
集

閑
居
友

比
良
山
古
人
霊
託
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
４
０
、
岩
波
書
店
、
平
成
五
年
、
二
〇
七

～
二
〇
八
頁
。

（
１
１
）『
新
古
今
和
歌
集
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
４
３
、
小
学
館
、
平
成
七
年
。
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（
１
２
）
前
田
氏
前
掲
注
（
４
）
⑥
に
同
じ
、
三
〇
～
三
一
頁
。

（
１
３
）
田
中
貴
子
『
外
法
と
愛
法
の
中
世
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
平
凡
社
、
平
成
一
八
年
、
八
〇
～
一
二
一
頁
。

（
１
４
）
田
中
氏
前
掲
注
（
１
３
）
に
同
じ
、
八
一
～
八
三
頁
。

（
１
５
）
前
掲
注
（
１
０
）
に
同
じ
、
第
二
種
七
巻
本
『
宝
物
集
』
二
〇
六
頁
、
脚
注
八
参
照
。

（
１
６
）『
三
宝
絵

注
好
選
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
３
１
、
岩
波
書
店
、
平
成
九
年
。
前
田
氏
前
掲
論
文
、
注
（
４
）

⑥
、
三
二
～
三
三
頁
。

（
１
７
）
田
中
氏
前
掲
注
（
１
３
）
に
同
じ
、
九
〇
～
九
二
頁
。

（
１
８
）
藤
巻
和
宏
『
聖
な
る
珠
の
物
語
―
―
空
海
・
聖
地
・
如
意
宝
珠
』
平
凡
社
、
平
成
二
九
年
、
六
六
～
六
八
頁
。

（
１
９
）
池
上
洵
一
校
注
『
三
国
伝
記
』
（
上
）
中
世
の
文
学
、
三
弥
井
書
店
、
平
成
九
年
、
一
五
二
～
一
五
三
頁
。

（
２
０
）
黒
田
彰
編
『
古
典
文
庫
』
四
六
一
冊
、
昭
和
六
十
年
、
九
八
、
九
九
頁
。

（
２
１
）
注
（
１
９
）
に
同
じ
。

（
２
２
）
注
（
１
９
）
に
同
じ
、
三
六
〇
頁
。

（
２
３
）
前
田
氏
前
掲
論
文
注
（
４
）
⑥
、
一
八
～
二
二
頁
。

（
２
４
）
長
谷
川
端
校
注
・
訳
『
太
平
記
』
４
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
５
７
、
小
学
館
、
平
成
一
六
年
第
三
刷
、
二

七
〇
～
二
七
二
頁
。

（
２
５
）『
老
子
・
荘
子
』
上
巻
「
逍
遥
遊
第
一
」
、
新
釈
漢
文
大
系
第
七
巻
、
明
治
書
院
、
昭
和
五
五
年
、
一
四
五
頁
。

（
２
６
）
菅
野
禮
行
校
注
・
訳
『
和
漢
朗
詠
集
』
、

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１
９
、
小
学
館
、
平
成
一
一
年
、
二
九

一
頁
。


